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日　常　業　務 要 綱　



１ 日常的業務
日常・月例点検等の業務のほかの日常的主な業務を下記に示す。

(1) 粗物コンテナ引取（焼却炉１号・２号・３号） ３日～５日/回
焼却炉（１号炉・２号炉・３号炉）の粗物スクリーンシュート下に設置されているコンテナ（粗物

コンテナ）内に規定量の貯留となった時点でこれを引き取り空のコンテナを設置し、引き取ったコ
ンテナは、焼却灰ピット２へ投入する一連の業務をいう。

コンテナ引き取りにあっては、専用車（アームロール車）により車両への「積み込み」と「積み
降し」を行う。

なお、焼却炉運転中でコンテナ引き取りから空コンテナを設置するまでの間は、インターロッ
クにより焼却炉の焼却灰排出工程が中断することから、作業は速やかに進め復旧させる必要が
ある。

(2) 焼却灰移送コンベア粗物除去 １回～２回/日
焼却灰には燃え殻のほか、粗物（金属類：コイルスプリング・板状金属片等）が多く含まれ、

コンベアベルトの破断・搬送チェーンとスプロケットへの絡み付き・コンベア閉塞等、焼却灰移送
に大きな支障となることから、これらを未然に防ぐため焼却灰移送コンベアの移送中において早
期発見に努め、発見時にはこれら粗物の除去を行う。

移送状況確認は中央操作室ＩＴＶモニターにより監視することができる。

(3) 機器の切替 １回/月（月初め）
各機器設備の主要機器については複数台の設備で構成されており、これらはつぎのとおり

一定期間ごとに切替交互運転を行う。
1) ポンプ・ブロワ ・・・ 2週間ごと
2) コンベア類 ・・・ １ケ月ごと　

※焼却灰コンベア（３・４・５）とバイパスコンベアの運用については別途協議とする。
3) クレーン ・・・ １系統設備のため切替はなし
4) 給排換気・空調設備 ・・・ １系統設備のため切替はなし

なお、停止中の機器については腐食等または固着防止のため、停止期間中の定期的に空
運転を行う。

(4) 日報・日誌の作成 平日の毎朝
各機器の運転管理データはＤＣＳ帳票システムにより管理されており、当日午前８時から

翌日午前８時までの２４時間データが日報として出力されるシステムとなっている。
８時１５分以降であれば前日日報として出力印刷可能で、これを整理し毎朝委託者宛に提

出することとし、土日祝祭日（年末年始期間を含む）の休日分についは、休日の翌日に提出す
すること。

(5) 前日の作業報告及び当日の作業予定の報告 平日の毎朝
前記(4)の日報・日誌の整理に合わせて、前日の作業結果報告及び当日の作業予定を列記

し、報告すること。

(6) 故障・異常等の発生状況・措置状況の報告 その都度
各機器設備に故障・異常が発生または発見された場合には、速やかに復旧することを原則

とするが、その時点での人員体制での処置が可能か否か、また、連絡体制に基づき処置判断
を求める等の対応をとることとし、その結果について委託者へ報告すること。

(7) 焼却灰クレーンバケット付着物の除去 １回/週程度
焼却灰クレーンのバケット内面に、特に混練物（焼却飛灰を薬品処理したもので、粘着性が

ある）が付着した場合、この先のクレーンでの計量に支障となることから定期的に除去を行うこ
と。

なお、混練物の搬出は週の後半としていることから、この搬出終了後に行うこととなる。

日常業務要領 1



(8) 焼却灰ピット内及び混練物ピット内の積み替え 毎夕方
焼却灰（湿灰）及び混練物はピット内の壁面からそれぞれのピットに投入していることから、こ

の投入された堆積物を空きスペースへ移動し、焼却灰（湿灰）及び混練物のピット内投入スペー
スを確保するために行う。

運転操作は手動操作を原則とする。

(9) 灰クレーンの手動操作(積み替え・積み込み） 必要により
ピット内の焼却灰（湿灰）及び混練物の堆積状況により、自動運転を避けて手動操作により積

み替え・積み込みを行うこと。
特に、混練物を扱う場合には粘着性があることからバケット内面に付着し、これが次の操作工

程の支障となることから、状況確認が必要となるため手動操作を行う。

(10) 焼却灰コンベアクリーンアウトチェーン脱輪等の復旧 １回/４～５日程度
焼却灰コンベアクリーンアウトチェーンがスプロケットから脱輪またはコマ飛び等が発生並び

に、駆動装置の過負荷が発生した場合、チェーンの復旧と状況によりダストの除去等を速やか
に行わなければならない。

この業務を行うにあたり、受入系統の切替を焼却棟に連絡し、ケーシングの解放（作業範囲）
及びシュート、コンベア内部（点検口より）点検を行い、チェーンの復旧と張り調整を行う。

(11) 切替ダンパの残留物の除去 その都度
焼却灰を焼却灰コンベア系で移送かバイパス系で移送かを切り替える装置で、ケーシングと

ダンパ側面の隙間に異物が詰り、ダンパ動作に支障となった場合に除去を行う。
ケーシングの側面に異物除去用の点検口があり、これを解放して除去を行うが、解放時に焼

却灰が飛散することから養生と保護具の着用及び十分な注意が必要となる。

(12) 粗物選別機内残留物の除去 毎朝
粗物選別機内に粗物（金属片・コイルスプリング等）が停滞し、焼却灰の移送・選別・振幅へ

の支障となることから、ケーシングの上部または側面の点検口を解放し、粗物の除去を行う。
ケーシング内部に入っての作業となることもあるので、養生と保護具の着用及び十分な注意

が必要となる。

(13) 焼却灰コンベア（水槽トラフ）浮遊物除去 ２回/日程度
焼却灰コンベア－４水槽部横に設置されている超音波水位制御用の水槽内水面上に浮遊物

が発生すると、水位監視ができなくなることから、柄杓等によりこの浮遊物の除去を行う。

(14) 焼却灰コンベアケーシング内堆積物除去 必要により
焼却灰コンベアケーシング内に堆積物がある場合、その要因を調査し補修等を行い、堆積残

留物の除去を行う。
要因の箇所により、ケーシングの取外しの必要性もあることから処置方法の検討も要する。

(15) 薬品（硫酸バンド・キレート剤）受入立会 ３回～５回/週程度
各薬品の特性を十分に理解するとともに、薬品の荷受けの際には終始立ち会うこととし、その

際には「入荷薬品の名称及び量」「受入口が当該薬品の専用か」「受入貯槽の容量（残量）」等
を確認すること。

また、キレート剤は当施設のポンプによる受入れを必要とする場合には、その操作を行う。
なお、薬品の受入日は委託者が指定する。

(16) 混練機ケーシング解放内部清掃 ３か月/回
機器切替後停止した混練機の上ケーシングを解放し、パドルとスクリュー及びケーシング内

面に付着した混練物を除去清掃をするとともに、パドルチップの脱落ほか異常がないかの点検
を行う。

複数台設置されている機器設備は、原則、月ごとに切替を行うが、混練機設備については３ケ
月ごとに切替を行うこととしている。
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(17) 運用操作方法の改善等に関わる検討及びマニュアル作成 その都度
各機器設備全般にわたっての操作または運用方法は、操作説明書及び機能概要書等に

基づき行うことが原則となるが、機器に支障を与えず操作性または機能の向上となり、運用上
利点があるもの、また、委託者からの指示事項について積極的に検討を行い改善する、または、
提案を行うこと。

また、改善を行った場合にはマニュアルを作成し整理する。

(18) 焼却棟オペレーターとの連絡調整 その都度
機器設備全般について、焼却棟側の運用状況に左右されることが多くあり、また、灰処理施

設においても機器の故障または閉塞等は避けられないことから、双方の連絡を緊密に保ち、か
つ、臨機の対応が必要となる。

ＤＣＳモニタ等により状況把握を積極的に行い、連絡調整を行うこと。

(19) 混錬物のｐＨ値の測定とｐＨ調整剤（硫酸バンド）の添加量調整 １回/日
混練物（焼却飛灰を混練機により薬品処理したもの）の性状管理は非常に重要となっている

ことから、通常の管理値としてｐＨ値を１０.５前後（１０.０～１１.０の範囲内）を維持すること。
このため、混練機運転開始３０分程度経過後（安定運転後）に混練物の採取を行い、ｐＨ値

を測定し管理値内に納まる様薬品の添加量調整を行うこと。

(20) ポンプの切替（機器冷却水ポンプと機器冷却揚水ポンプを対象） １回/２週
複数台設置されている機器設備は原則月ごとに切替を行うこととしているが、ポンプ設備に

ついては腐食を防止することから２週間ごとに切替を行う。

(21) 場内集じんダクトの閉塞除去等
場内集じんダクトの各吸口のうち、特にピット及びコンベア水槽部からの吸込み系統、または、

焼却灰・焼却飛灰の移送量変動による吸込み過多等のため、ダクト内の閉塞が発生することが
あり、この場合各系統の吸込み風量の調整、または、閉塞の場合にはその除去を行う。

また、各集じんダクト吸込口付近のダクト内にスクリーンが設定されているので、定期的に清
掃または取替を行う。

取り外したスクリーンはダスト除去を行い、摩耗との破損がある場合は可能な範囲において
補修を行い、次回の取替用に備えること。

(22) 焼却灰移送コンベア（振動コンベア）の点検 １回/月
焼却灰移送コンベア（振動コンベア）の点検については、別紙の点検項目のほか機器の特殊

性（振動）から、ガタ付き・ボルト等の緩みが発生しやすい機器となっていることから、触診等のほ
かボルト等については全数の打音検査・増し締めを行う。

(23) 機器廻り及び場内の清掃
灰処理施設内は、機器の点検のほか通常の運用時においても粉じんが非常に飛散しやすい

施設となっていることから、その都度機器廻り及び場内の清掃を行う。

(24) 破損・破孔・亀裂・漏水等の補修
機器設備で破損・破孔・亀裂・漏水等の運用上支障となるものについては、補修修繕を行う。
なお、人員的要素または高度な技術を必要とする内容については、委託者と措置方法・対策

等の協議を行いその指示に従うこと。

(25) 機器部品交換及び調整等
機器設備で異音・発熱・振動・動作不良等の運用上支障となるものについては、補修修繕ま

たは、取替を行う。
なお、人員的要素または高度な技術を必要とする内容については、委託者と措置方法・対策

等の協議を行いその指示に従うこと。
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(26) 作業場所の隔離または養生と安全対策
作業を進めるにあたり粉じん等が飛散する恐れのある場所の場合は、その場所の隔離また

は、飛散防止の養生と安全対策を十分に検討しこれを事前に行う。
また、酸欠及び危険ガス発生の恐れがある作業場所においては、作業主任の定めと酸素濃

度の測定並びに十分な換気を行うこと。
可燃性ガス（水素ガス）の発生個所もあるとこから、各々の作業内容により十分な配慮が必

要となることから注意すること。

(27) 溶融設備廃止に伴う停止機器の措置
灰溶融設備は平成27年3月末に廃止されるが、これらの機器設備はそのまま現存している

ことから、撤去・閉止・固定・除去等の業務を予定している。
日常業務に支障とならない範囲での業務であり、人員の確保等委託者と十分に協議し、施

工に協力すること。

(28) 荷受け保管
委託者が発注し供給業者が納入する機器部品・資機材の荷受け立会を行うこととし、委託者

から指示ある数量・仕様の確認等を行う。
また、納入された機器部品・資機材を委託者が指定する保管場所への搬入・整理を行う。

(29) 焼却灰・焼却飛灰等の試料採取
委託者が指定する焼却灰・焼却飛灰等の試料採取を行うこととし、指定する採取日に行うこ

と。

(30) 屋内消火栓管
屋内消火栓管は湿式となっていることから、定期的に管内水の入替えを行う。
排水放出弁は各縦管頂部に設置されているテスト弁からの放水排水となる。

(31) 冷却塔（機器冷却水）の運転 ２０時間程度/３週
機器冷却水については、主な使用先として雑用空気圧縮機となっており、機器冷却水の水

温上昇があまり無いことから、必要により運転を行うこととしている。
通常であれば、夏季間（６月～９月）で機器冷却氏の戻り水の水温が概ね３０℃前後で、

運転を行うこととしている。
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保　守　点　検　リ　ス　ト



1

運転中：○　停止時：●　交換：■

高圧洗車装置

ﾌﾞﾗｹｯﾄ

本体

ﾎｰｽ

潤滑油

電動ｼﾘﾝﾀﾞ

計量・受入設備

水漏 1 各締付部，ﾊﾟｯｷﾝ部の異常漏れは無いか ○

ｸﾗﾝｸ室 1 異常温度上昇は無いか ○

2 異常音，異常振動は無いか ○

電源 1 電圧は正常か ○

○伝導ﾍﾞﾙﾄ 1 ﾍﾞﾙﾄｽﾘｯﾌﾟは無いか ○

ﾎﾟﾝﾌﾟ

2 ｽﾄﾚｰﾅ部の目詰りは無いか ●

1 取付部の緩みは無いか ●

1 圧力計の異常振れ ○ ○ ○

○ ○3 ﾎｰｽの異常振動は無いか ○

1 異常音等の発生

4 異常発熱，異常臭気の有無 ●

●3 制動時間，制動位置の確認

2 油漏れはないか ●

1 規定量の油が入っているか ●

投入口ｼｬｯﾀｰ

1 異常な振動 ○

焼却灰投入扉

破損の有無

●2 取付ﾎﾞﾙﾄの欠落

1 ゴミ等の残渣物の噛み込み ●

3 取付ﾎﾞﾙﾄの欠落 ●

○2 異常音等の発生

2 取付ﾎﾞﾙﾄの欠落 ●

○

○下降・上昇状況 1 円滑に作動するか，異常音が無いか

押しﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁ 1 接点，端子の緩みが無いか ●

●ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ 1

ｽﾗｯﾄ・吊元

●

機 器 名 称

2 電動機の過熱と異常音

1

1点検口

備　　　考
2年1年６ｹ月３ｹ月１ｹ月毎週毎日

点　検　期　間
点　検　項　目番号点　検　個　所

固定ﾎﾞﾙﾄの緩み

開閉に支障の有無

○

●

開閉器
○

ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ 1 ｽﾌﾟﾛｹｯﾄの芯ずれ ●

ﾌﾞﾚｰｷ装置
●2 ｿﾚﾉｲﾄﾞが正常に動くか

巻取りｼｬﾌﾄ・ﾌﾞﾗｹｯﾄ 1 ｼｬﾌﾄの曲損，片寄，変形，損傷の有無

●ﾛｰﾗﾁｪｰﾝ 1 錆，摩耗や緩みの状況

変形，破損の有無

座板 1 変形，破損の有無 ●

保　守　点　検　リ　ス　ト

1 中間停止ができるか ●

●

●1 ｽﾗｯﾄの片寄，片下がり，変形，



2

運転中：○　停止時：●　交換：■

粗物ｺﾝﾃﾅ
3 ﾃｰﾙｹﾞｰﾄﾛｯｸ ○

停止位置決めｾﾝｻ部

ｺｰﾄﾞﾘｰﾙ

駆動ﾁｪｰﾝ

駆動電動機

その他

ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ

●2 ｾﾝｻ取付部の緩み

供給設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号

本体

ｺﾝﾍﾞｱ切替装置

　主灰切替ﾀﾞﾝﾊﾟ

　下段ｼｰﾙﾀﾞﾝﾊﾟ

ｺﾝﾃﾅ移動台車

  (ｽﾗｲﾄﾞﾃｰﾌﾞﾙ)

ｱｰﾑﾛｰﾙ車

その他
2 ｺﾝﾄﾛｰﾙﾎﾞｯｸｽのﾗﾝﾌﾟ ○

ｱｰﾑ

1 ﾎﾞﾙﾄの緩み ○

4 ﾎﾞﾃﾞｰﾛｯｸｹｰｽの異常有無 ○

1 回転部，摺動部のｶﾞﾀ付き ○

2 ﾎﾞﾃﾞｰﾛｯｸ ○

4 歯止めの有無

3 中折れ防止周囲の異常有無 ○

○2 吊り上げﾌｯｸの摩耗

1 ﾄﾞｯｸﾞとの隙間 ●

●2 集電部の摩耗

○

1 ﾌﾛﾝﾄﾌｯｸ ○

●3 停止位置のずれ

1 ﾁｪｰﾝ張り調整 ●

○駆動軸 1 異音の有無

必要に応じて給油

1 ｹｰﾌﾞﾙの損傷 ○

2 油量

6 ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁのｹﾘ金の取付ﾎﾞﾙﾄの緩み ○

5 軸受，取付ﾎﾞﾙﾄの緩み ○

2 ﾎﾞﾙﾄの緩み ●

○1 異音の有無

2 ﾎﾟｰﾄ内部の腐食 ●

●1 ﾌﾞｯｼｭの傷，摩耗の有無

4 ﾊﾟｯｷﾝの傷，摩耗の有無 ●

●3 ｴﾝﾄﾞｶﾊﾞｰの腐食，割れ

先端金具・支持金具 1 ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩みの有無 ○

2 速度，ｻｲｸﾙﾀｲﾑ ○

●1 傷、変形，割れの有無

点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年



3

運転中：○　停止時：●　交換：■

ﾄﾗﾌ・ﾌﾚｰﾑ・ﾚﾝｶｰｽﾀﾝﾄﾞ・ﾚﾊﾞｰ

Vﾌﾟｰﾘ

交換

2 油漏れ　(目視)

増し締め

1 割れ　(目視)

1

ﾗﾊﾞｰﾌﾞｯｼｭ・ﾗﾊﾞｰｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ

供給設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

軸受　(駆動部)

V溝がU形状になっていたら交換

ば交換

奥行15mm以上剥離あれ

ﾘｸﾞﾉﾌｪﾛｰ

Vﾍﾞﾙﾄ

指で押して≒10mm程度

交換

3 摩耗は無いか ● 芯体の露出で交換

2 切断は無いか ●

2 ﾎﾞﾙﾄの緩み ●

1 緩みは無いか ● 指圧，目視

●2 摩耗　(目視)

又はｽﾘｯﾌﾟしたら張り調整

○ ｸﾞﾘｽを適量注入

1 異音 ○

室温+40℃以上になった

1 割れ　(目視) ● 交換

3 発熱　(温度計，触診) ○

ときｸﾞﾘｰｽを適量注入

ｵｲﾙｼｰﾙ交換

● 交換

3 腐食 ● ｹﾚﾝ，塗装

ｺｲﾙｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ　(動力用) 2 ﾎﾞﾙﾄの緩み ●

1 折れ ● 交換

交換

2 腐食　(目視) ● ｹﾚﾝ，塗装
ｺｲﾙｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ　(防振用)

1 折れ　(目視) ●

4 ひずみ　(目視)

ｹﾚﾝ，塗装

3 摩耗　(目視) ●

増し締め

●2 剥離　(隙間ｹﾞｰｼﾞ)

割れ　(目視) ● 表面に多数の傷が表れた

とき交換

●

●2 腐食　(目視)

1 亀裂　(目視) ● 亀裂部分を補修

振動ｺﾝﾍﾞｱ

　焼却灰移送ｺﾝﾍﾞｱ
　　(A系・B系)
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運転中：○　停止時：●　交換：■

駆動装置

軸受部

ﾛｰﾗ部

ﾍﾞﾙﾄ部

1 異音が無いか ○

ｽｶｰﾄ部

回転しているか

○

2 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの回転不良

増し締め

1 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの固着物 ○

●

とき修理又は交換

1 適正に作動するか ○

○2 灰等が付着していないか

1

電動機

●2 取付状況

ｺﾞﾑ板に摩耗，亀裂は無いか ○

○ ●2 表面が荒れていないか

1

作動状況確認

4 ﾌﾗｯﾌﾟへの異物の引掛り ○

1 異音が無いか，異常振動が無いか ○

○2 レベル以上に油が入っていないか

○ ●

●2 回転不良

3 ﾎﾞﾙﾄの緩みはないか

1 異音が無いか，異常振動が無いか ○

●2

○3 ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ取付ﾎﾞﾙﾄの緩み

1 油の漏れ，異音，異常振動は無いか

ﾍﾞﾙﾄが切れていないか

○

●

触診，聴診

2 発熱は無いか ○ 室温+40℃以上になった

ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ

　焼却灰ｺﾝﾍﾞｱ-1，-2
　　　　(A系・B系)

1 ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄの緩みの有無 ○

ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ
1 傷，変形，割れの有無 ●

2 速度、ｻｲｸﾙﾀｲﾑ ○

1 ﾌﾞｯｼｭの傷，摩耗の有無 ●

2 ﾎﾟｰﾄ内部の腐食 ●

3 ｴﾝﾄﾞｶﾊﾞｰの腐食，割れ ●

4 ﾊﾟｯｷﾝの傷，摩耗の有無 ●

5 軸受，取付ﾎﾞﾙﾄの緩み ○

6 ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁのｹﾘ金の取付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ ○

安全装置ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ

ｽｲﾝｸﾞﾀﾞﾝﾊﾟ

　振分装置-1
　　　(A系・B系)

振動ｺﾝﾍﾞｱ

　焼却灰移送ｺﾝﾍﾞｱ
　　(A系・B系)

長物検知装置

その他

先端金具・支持金具

供給設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年
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運転中：○　停止時：●　交換：■

ｺｲﾙｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ　(防振用)
1 折れ　(目視) ● 交換

2 腐食　(目視) ● ｹﾚﾝ，塗装

ｺｲﾙｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ　(動力用)

1 緩みは無いか ●

●

触診，聴診

2 発熱は無いか ○ 室温+40℃以上になった

3 摩耗は無いか 芯体の露出で交換

1 異音が無いか ○

とき修理又は交換

3 ﾎﾞﾙﾄの緩みはないか ● 増し締め

指で押して≒10mm程度

又はｽﾘｯﾌﾟしたら張り調整

交換2 切断は無いか ●

1 異音 ○ 交換

ｸﾞﾘｽを適量注入，ｵｲﾙｼｰﾙ交換2 油漏れ　(目視) ○

増し締め

1 割れ　(目視) ●

交換

2 摩耗　(目視)

●2 剥離　(隙間ｹﾞｰｼﾞ)

交換

2 ﾎﾞﾙﾄの緩み ● 増し締め

● V溝がU形状になっていたら交換

●

1 折れ ●

ｹﾚﾝ，塗装●3 腐食

室温+40℃以上になった

ときｸﾞﾘｰｽを適量注入

3

●

1 亀裂　(目視) ●

発熱　(温度計，触診)

ｹﾚﾝ，塗装

摩耗　(目視)

1 割れ　(目視)

指圧，目視

2 腐食　(目視)

亀裂部分を補修

ﾄﾗﾌ・ﾌﾚｰﾑ・ﾚﾝｶｰｽﾀﾝﾄﾞ・
　　　　　　　　　　　　ﾚﾊﾞｰ

軸受　(駆動部)

ﾘｸﾞﾉﾌｪﾛｰ

Vﾌﾟｰﾘ

Vﾍﾞﾙﾄ

電動機

4 ひずみ　(目視) ●

●3

ﾗﾊﾞｰﾌﾞｯｼｭ・ﾗﾊﾞｰｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ

供給設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

振動ｽｸﾘｰﾝ

粗物選別機
　　(A系・B系)

表面に多数の傷が表れたとき交換●1 割れ　(目視)

奥行15mm以上剥離あれば交換

○

交換

2 ﾎﾞﾙﾄの緩み ●
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運転中：○　停止時：●　交換：■

ﾊﾞｹｯﾄ

○2 摩耗が進行していないか

6 ﾁｪｰﾝの浮き上がりはないか ○

5 ﾁｪｰﾝの伸び率測定

5 ｸﾞﾘｰｽ点検

4 輸送物が片荷となっていないか ○

3 ﾛｰﾗの動きはｽﾑｰｽﾞか ○

2 ﾁｪｰﾝの蛇行はないか ○

1 異音がないか

● 必要に応じて

4 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ点検

必要に応じて

7 異常振動はないか ●

●6 ｵｲﾙｼｰﾙは傷んでいないか

5 異常音はないか ○

4 異物の付着はないか ○

必要に応じて清掃

2 摩耗が進行していないか ●

●1 堆積量は多くないか

運行部品の使用限界確認

3 腐食は進行していないか ●

●2 歯面摩耗量

○

2 腐食は進行していないか ●

点　検　個　所 備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

1 ﾁｪｰﾝの張り加減は適切か ○

腐食は進行していないか ○

●

3

● 厚み，幅，孔

1 ﾁｪｰﾝとの嚙合いは正常か

全数に亘って点検

目視にて回転状況を確認

4 付着が著しくないか ●

1 ﾘﾝｸの摩耗量測定

1 変形の著しいものはないか ○

3 基礎ﾎﾞﾙﾄ等に緩みはないか ●

番号 点　検　項　目

全般

ﾁｪｰﾝ

ｹｰｼﾝｸﾞ

ﾊﾞｹｯﾄｺﾝﾍﾞｱ

　焼却灰ｺﾝﾍﾞｱ-3
　　(A系，B系)

軸受

各ﾎｲｰﾙ

点　検　期　間

3 給油は正しく行われているか ●

2 取付ﾎﾞﾙﾄに緩みはないか ○

供給設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称

3 割ﾋﾟﾝの脱落はないか ○

触感及び聴感にて確認○
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運転中：○　停止時：●　交換：■

減速機

軸部ｼｰﾙ

伝動ﾁｪｰﾝ

必要に応じて取替

●

1 給油状態・張り状態 ●

1 ﾛｰﾗﾁｪｰﾝの張り具合は適切か ●

2 ﾊﾟｯｷﾝの傷み ●

1 漏れはないか ○

目視にて確認

2 取付ﾎﾞﾙﾄに緩みはないか ○

1 ﾁｪｰﾝの張り代は正常か ○

4 部品に変形，損傷はないか ○

2 取付ﾎﾞﾙﾄに緩みはないか ○

電流値に異常はないか

2 油量・取付ﾎﾞﾙﾄの緩み ●

1 異音・発熱・振動 ○

●2 腐食は進行していないか

3 付着がないか ●

3 ﾎｲｰﾙの摩耗が進行していないか ●

●2 ﾁｪｰﾝの摩耗が進行していないか

1 摩耗が進行していないか ●

4 給油状態は良いか ○

3 軸受点検

3 取付ﾎﾞﾙﾄに緩みはないか ○

2 油量は適切か ○

5 異常振動はないか ○

●4 油の交換

1 異音はないか ○

3 発熱していないか ○

1 ○

投入ｼｭｰﾄ・排出ｼｭｰﾄ

投入ｼｭｰﾄ・排出ｼｭｰﾄ

ﾊﾞｲｴﾙ・ｻｲｸﾛ可変減速機

2 ﾁｪｰﾝ・ｽﾌﾟﾛｹｯﾄの摩耗 ●

1 異音・発熱・振動 ○

2 取付ﾎﾞﾙﾄの緩み ○

供給設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

ﾊﾞｹｯﾄｺﾝﾍﾞｱ
　焼却灰ｺﾝﾍﾞｱ-3
　　(A系，B系)

電動機

ﾛｰﾗﾁｪｰﾝ・ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ

ﾃｰｸｱｯﾌﾟ軸

軸受

ｽｸﾚｰﾊﾟｺﾝﾍﾞｱ

　焼却灰ｺﾝﾍﾞｱ-4
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運転中：○　停止時：●　交換：■

2 付着物の除去・清掃 ●

2 回転不良 ●

○

○

番号 点　検　項　目
点　検　期　間

○

投入ｼｭｰﾄ 1 付着物の除去・清掃 ●

異音が無いか，異常振動が無いか ○

2 作動状況確認

ｺﾝﾍﾞｱﾁｪｰﾝ
1 回転の良否・振動 ○

供給設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所

ﾌﾗｲﾄ 1 摩耗・付着物の有無

2 表面が荒れていないか ○ ●

ｽｶｰﾄ部
1 ｺﾞﾑ板に摩耗，亀裂は無いか ○

1 取付ﾎﾞﾙﾄの点検 ○

2 防錆 ○

駆動装置
1 油の漏れ，異音，異常振動は無いか ○ ●

2 レベル以上に油が入っていないか

ﾛｰﾗ部

軸受部
1

●

1 異音が無いか，異常振動が無いか，回転しているか ○

ﾍﾞﾙﾄ部
1 ﾍﾞﾙﾄが切れていないか ●

安全装置
1 適正に作動するか

●

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

ｽｸﾚｰﾊﾟｺﾝﾍﾞｱ

　焼却灰ｺﾝﾍﾞｱ-4

　焼却灰ﾊﾞｲﾊﾟｽｺﾝﾍﾞｱ-2
ｹｰｼﾝｸﾞ

ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ

　焼却灰ｺﾝﾍﾞｱ-5
 
  焼却灰ﾊﾞｲﾊﾟｽ
　　　　　　ｺﾝﾍﾞｱ-1，-3

○

2 灰等が付着していないか ○

2 取付状況
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運転中：○　停止時：●　交換：■

●

異常のないこと

7 給電装置に異常はないか ● ●

ｴﾝﾄﾞｽﾄｯﾊﾟｰに異常はないか ●

5 ﾚｰﾙの敷設状態は正常か

・ｷｬﾌﾟﾀｲﾔｹｰﾌﾞﾙに摩耗，破損はないか

● 異常のないこと

●

8 抵抗器周辺に可燃物はないか ●

●6

ﾚｰﾙ締付ﾎﾞﾙﾄ，ﾌｯｸの変形，摩耗，亀裂はないか ● ● 緩みのないこと

・ｹｰﾌﾞﾙﾊﾝｶﾞｰ，ﾊﾝｶﾞｰ用ﾎｲﾙ，ｺﾛｶﾞﾘ

異常のないこと

(ｽﾊﾟﾝ，左右ﾚｰﾙ高低差，勾配，ｼﾞｮｲﾝﾄ部食い違い)

異常のないこと2 歩道の踏み抜き，つまづき，滑り等はないか ●

異常のないこと

4

異常のないこと

・ﾚﾊﾞｰは円滑に動くか

○ ○7 　ｺﾝﾄﾛｰﾗｰの状態は良いか ○

異常のないこと

・機械は正確に作動するか

3 ﾚｰﾙ踏み面に油，塵芥棟はないか ●

異常のないこと

10 荷重計に異常はないか ○ ○ 異常のないこと

○ ○9 抵抗器に異常はないか

1 ﾗﾝｳｪｲ上及び周辺に障害物がないか ●

6 配電盤類の状態は良いか ○ ○ ○ 異常のないこと

置等の作動は良いか

・電流計，電圧計の指示は正常か

・表示灯の破損，球切れはないか

○ ○ ○ 異常のないこと

異常のないこと

2 窓ガラスの破損，汚れはないか ● 異常のないこと

1 視界は良いか ●

異常のないこと

4 内部に置くべき工具類は整理整頓されているか ● 異常のないこと

3 内部に不要なものは置いてないか ●

年次精度点検

　軸受，ﾁｪｰﾝ等に異常はないか

供給設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

操作室及び電気室

焼却灰ｸﾚｰﾝ

ﾗﾝｳｪｲ

5 操作盤，押釦，表示灯，照明，警報装



運転中：○　停止時：●　交換：■

ﾌﾗﾝｼﾞ原寸の50%異常

3 過巻防止ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁが所定の位置で作動するか ○

直径減少7%以内

素線の折線10%以内

● ●4 巻上用ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟの素線切れ，異常摩耗はないか ●

・巻上用ﾄﾞﾗﾑのﾛｰﾌﾟ押えﾎﾞﾙﾄの緩みはないか

給油されていること

○2 電磁ﾌﾞﾚｰｷの作動は正常か ○

変形，緩みがないこと

● ●5 巻上用ﾄﾞﾗﾑ・ﾛｰﾌﾟ等の状態は正常か ●

・ｽﾄﾛｰｸ

異常のないこと

・ﾌﾚｷｼｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ部のｺﾞﾑﾌﾞｯｼｭの摩耗

　破損はないか

ﾗｲﾆﾝｸﾞ残量3mm以上

・ﾌﾞﾚｰｷﾗｲﾆﾝｸﾞの摩耗状態 板M～S間にあること

○

・交換周期は摩耗限度表による 直径摩耗原寸の3%

以下，直径差原寸の0.2%以下

14 各取付部のﾎﾞﾙﾄの緩みはないか ● ●

　各車輪，路面の直径は同一であるか

ｽﾄﾛｰｸが規定値以内

12 電動機，ﾌﾞﾚｰｷ等電気品の絶縁低下はないか ● 400V級　0.4Ω以上

・ｽﾄﾛｰｸ

100V級　0.2Ω以上

13 横行車輪の状態は正常か ● ● ●

ｸﾞﾘｽ交換時期になっていないか

11 横行用電磁ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷに異常はない ○ ○ ○

・ﾌﾞﾚｰｷﾗｲﾆﾝｸﾞの摩耗状態 ﾗｲﾆﾝｸﾞ残量1mm以上

か。ﾌﾞﾚｰｷの作動は正常か

6 巻上ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ各接点は所定の位置で作動するか ○

溝の摩耗はﾛｰﾌﾟ径の20%以内

・ﾛｰﾌﾟがﾄﾞﾗﾑ溝より外れていないか 脱策の跡がないこと

・ﾄﾞﾗﾑ溝に異常摩耗はないか

○ ○1 巻上用電磁ﾌﾞﾚｰｷに異常はないか ○

・ﾌﾞﾚｰｷﾚﾊﾞｰの連結状態

8 電動機軸受の給油はされているか ●

・横行車輪ﾌﾗﾝｼﾞの片寄，異常摩耗はないか

供給設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

異音，異常高温でないこと

・ﾋﾟﾝ部の給油

● ｸﾞﾘｽの給油，交換時期

9 巻上用及び横行用減速機の給油状態は良いか ● ﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞ規定値以内にあること

10 各軸受の給油状態は良いか ●

7 巻上用及び横行用電動機に異常はないか ○ ○ ○焼却灰ｸﾚｰﾝ ｸﾗﾌﾞﾄﾛﾘｰ

10



運転中：○　停止時：●　交換：■

●

異音，異常高温で無いこと

無いか。ﾌﾞﾚｰｷの作動は正常か

13 各取付部のﾎﾞﾙﾄの緩みは無いか

13 各取付部のﾎﾞﾙﾄの緩みは無いか ●

8 走行減速機の給油状態は良いか ●

・減速機に油漏れは無いか

9 各軸受，ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞの給油状態は良いか ○

11 走行用車輪ﾌﾗﾝｼﾞの片寄，異常摩耗は無いか ●

・ﾌﾞﾚｰｷﾗｲﾆﾝｸﾞの摩耗状態 ﾗｲﾆﾝｸﾞ残量1mm以上

ﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞ規定内にあること

・潤滑油交換は潤滑油ﾘｽﾄによる

10

○ 所定位置で停止すること

○ ○2 各ﾌﾞﾚｰｷの作動は確実か ○

○

● ●

● ●

直径差原寸の0.2%以下

ﾌﾗﾝｼﾞ原寸の50%以上●

● ●4 給電装置に異常は無いか ●

5 手摺等に異常は無いか ● ● 破損が無いこと

○7 走行用電動機に異常は無いか ○

危険が無いこと

不要物が無いこと

2 横行ﾚｰﾙ，ｽﾄｯﾊﾟｰに異常はないか ● 異常の無いこと

1 ｸﾚｰﾝｶﾞｰﾀｰ上に不要物は無いか ●

●6 踏み抜き，つまずき，すべりの危険は無いか ●

正常であること

ﾚﾊﾞｰとｽﾄﾗｲｶは正常か

● ●3 ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁのﾚﾊﾞｰの倒れ方向確認 ●

異常の無いこと

・ｹｰﾌﾞﾙﾊﾝｶﾞｰ，ﾊﾝｶﾞｰ用ﾎｲﾙ，ｺﾛｶﾞﾘ

　軸受，ﾁｪｰﾝ等に異常は無いか

○

1 過巻防止の非常上限ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁが

所定の位置で作動するか

○ ○ ○

供給設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

焼却灰ｸﾚｰﾝ

○

・ｽﾄﾛｰｸ ｽﾄﾛｰｸが規定値以下

走行用電磁ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷに異常は

ききが正常であること

3 各ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁが【所定の位置で作動するか ○運転状態

・交換周期は摩耗限度による

12 ﾗｲﾝｼｬﾌﾄ部及びｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞの亀裂，破損の有無

・各車輪，路面の直径は同一か

直径摩耗原寸の3%以下

ｸﾚｰﾝｶﾞｰﾀｰ

11



運転中：○　停止時：●　交換：■

1 ｺｯﾀｰの緩みは無いか ●

3 ﾋﾟﾝ，吊りﾁｪｰﾝに亀裂，損傷，異常，摩耗はないか ● 直径の減少10%以下

● ● 正常であること

と接触してないか

4 ｹｰﾌﾞﾙﾊﾝｶﾞｰ関連ﾁｪｰﾝの破損は無いか

動作がｽﾑｰｽﾞであること

● ●2 絶縁状態及び感電防止は完全か

2 ● ● 正常であること

正常であること

・緩み，腐食

● ●3 接触端子の締付部は正常か

2 吊り金具のﾋﾟﾝ，吊りﾁｪｰﾝの給油はされているか

点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月

○ ○6 ﾗﾝｳｪｲの上，ｸﾗﾌﾞが横行するﾚｰﾙの状態は良いか ○

３ｹ月６ｹ月 1年 2年

1 ｷｬﾌﾟﾀｲﾔｹｰﾌﾞﾙに損耗，破損は無いか ● ● 正常であること

5 給油の程度は良いか ●

● 直径の減少　7%以内

1 素線の断線は無いか ●

4 巻上，横行，走行時，機体及び電動 ○ ○ ○ 異常音が無いこと

5 主幹制御器の作動状態は良いか ○ ○ ○ 正常であること

　鉄芯のｽﾄｯﾊﾟ状態

機の振動・異常音の発生は無いか

●

供給設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号

制御器 継電器は正常か

ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ

5 ｷｬﾌﾟﾀｲﾔｹｰﾌﾞﾙが建屋壁面及び機体 ● ● 正常であること

横行走行給電装置

4 形くずれ，腐食は無いか ●

3 ｷﾝｸは無いか ●

3 ｹｰﾌﾞﾙﾊﾝｶﾞｰ及びﾊﾝｶﾞｰﾚｰﾙに異常は無いか ● ●

10%以内

2 ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟに異常摩耗は無いか

1 電磁接触器は正常か ● ● 正常であること

・吹消ｺｲﾙの締付，ｱｰｸｼｭｰﾄ，接触

　片の接触面

・接触子の接触圧力，ﾊﾞﾈ及び可動

焼却灰ｸﾚｰﾝ

電動油圧ﾊﾞｹｯﾄ

・接触片の接触面，動作状態，ﾊﾞﾈの状態

運転状態

12



運転中：○　停止時：●　交換：■

14 各機器の取付ﾎﾞﾙﾄの緩みは無いか ●

15 電動機に異常は無いか ●

1 ブリッジは起こしていないか ○

○

18 油圧の低下は無いか　(圧力降下時間の測定)

・作動油交換は潤滑油ﾘｽﾄによる

・油圧作動油は汚れてないか

●11 ｽﾄﾚｰﾅｰの目詰りは無いか

13 油圧ﾎﾟﾝﾌﾟ付近からの異常音，振動は無いか ○ ●

・ﾊﾟｯｷﾝ類に異常は無いか

9 ｹｰﾌﾞﾙ引留め金具の損傷，脱落は無いか ●

7 ｹｰﾌﾞﾙﾘｰﾙは円滑に巻き取るか ○ ○

● ●6 各回転部に給油されているか

・ｽﾘｯﾌﾟﾘﾝｸﾞの焼損，摩耗は無いか

8 ﾊﾞｹｯﾄ付近でのｹｰﾌﾞﾙの損傷は無いか ●

●

・ﾌﾞﾗｼ，ﾌﾞﾗｼﾎﾙﾀﾞｰに異常は無いか

範囲内にあること

10 油圧作動油の適量適正か ●

● ●5

取付ﾎﾞﾙﾄの緩み，脱落は無いか ●

○ ○

ｼｪﾙ，ﾛｯﾄﾞ爪に異常は無いか　(変形，亀裂，摩耗) ●

4

19 油圧機器，ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞに異常は無いか ○ ●

12 油漏れは無いか ● ●

油度計で30℃～60℃の

・結線部の緩み

16 電動機，電磁弁の絶縁抵抗値は正常か ●

17 ﾘﾘｰﾌ弁圧力の設定は正常か

供給設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

　(油圧ﾕﾆｯﾄ､ｼﾘﾝﾀﾞｰ，配管継手部)

・油音は異常上昇してないか

電動油圧ﾊﾞｹｯﾄ焼却灰ｸﾚｰﾝ

●

ﾎｯﾊﾟ本体焼却灰ﾎｯﾊﾟ

2 搬送物の付着状況　（付着あれば除去） ○

13



運転中：○　停止時：●　交換：■

●

14

○

2年

4 圧力計の異常振れ

3 油漏れ ○

6 指示計付きのﾌｨﾙﾀ　？ ●

●

●7 指示計の無い　？

ﾁｪｰﾝｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞのｸﾞﾘｰｽ補給 ■

搬出ｹﾞｰﾄ用
　　　　油圧装置

5 ﾎﾟﾝﾌﾟの異音 ○

ｶｯﾄｹﾞｰﾄ部 1 付着物の除去 ○

2 油量，取付ﾎﾞﾙﾄの緩み ○

ｵｲﾚｽ 1 異音，振動 ○

本体 1 付着物の除去 ○

油圧ｼﾘﾝﾀﾞｰ
1 異音，発熱，振動，油漏れ

○

供給設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年

焼却灰搬出ﾎｯﾊﾟ

9 ﾘｻﾞｰﾊﾞのﾄﾞﾚﾝ抜き ●

10 ﾎﾞﾙﾄの緩み ●

11 油中の水分及び清浄度 ●

本体

開閉ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ 1 作動しているか ○

2 油温 ○

1 油面 ○

8 ｱｷｭﾑﾚｰﾀのｶﾞｽ圧力

12 油の清浄 ●

13 ﾘｻﾞｰﾊﾞ内の清掃

炉頂ｸﾚｰﾝ

ｽﾗｸﾞｸﾚｰﾝ

ﾒﾀﾙｸﾚｰﾝ

溶融物処理設備

14



運転中：○　停止時：●　交換：■

点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

2ｹ月に1回

3 脱落又はｸﾗｯｸ

2ｹ月に1回

5 輸送物の固着 ○

4 異物の干渉

○6 ｹｰｽ内への残留物　(ﾍｯﾄﾞ，ﾌﾟｰﾘ､曲り)

1 曲り等の変形 ○

2

2ｹ月に1回

1 ｹｰｽ締付ﾎﾞﾙﾄの緩み 2ｹ月に1回

防じん板 1 輸送物・粉じんの漏れ

2ｹ月に1回

3 ﾚｰﾙ及び仕切板の摩耗 2ｹ月に1回

2 ｹｰｽ底面及び側面の摩耗

1 運転中の発熱・回転状態 ○

2ｹ月に1回

4 給油 2ｹ月に1回

3 ｾｯﾄﾎﾞﾙﾄの緩み

集じん灰処理設備

鎖車

輸送物の固着 ○

○

2ｹ月に1回3 歯底・歯の側面の摩耗

2 取付ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄ ○

2 異常音の発生 ○

ﾌﾛｰｺﾝﾍﾞｱ

1

2ｹ月に1回

1 通り芯　(左右振分)

ﾌﾗｲﾄ

3 異常振動の発生 ○

機 器 名 称 点　検　個　所 番号

ｺﾝﾍﾞｱｹｰｽ・ﾚｰﾙ

全般

軸受

電流値に異常はないか ○

2ｹ月に1回

2 ｾｯﾄﾎﾞﾙﾄの緩み

保　守　点　検　リ　ス　ト

ﾁｪｰﾝ

1 ﾁｪｰﾝの張り加減 2ｹ月に1回

2 ﾋﾟﾝ，ﾌﾞｯｼｭの摩耗 2ｹ月に1回

3 ﾛｰﾗの摩耗 2ｹ月に1回

4 ﾘﾝｸﾌﾟﾚｰﾄの摩耗

15



運転中：○　停止時：●　交換：■

5 供給装置内部点検，固着物除去 ●

制御盤内温度計 1 設定温度通りであるか ● 設定温度40℃

●ﾋｰﾀ，熱電対 1 取付ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩み

2 取付ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩み ●

1 異常音，異常振動，異常発熱の有無 ○

本体
4 減速機の油量確認 ● 油面計にて

●3 Vﾍﾞﾙﾄの摩耗，弛みの有無

ﾚﾍﾞﾙ計 1 作動状況の確認 ●

2 破損，粉じんの漏れ ●

ｱｸﾁﾄﾛﾝ 1 作動状況の確認 ●

●ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ 1 作動状況の確認

ﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀ

2 破損，粉じんの漏れ ●

●1 取付ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩み

1 払い落とし機構の作動確認 ○

3 内部付着物の有無 ●

2 通電時の電流測定 ●

●

漏電ﾌﾞﾚｰｶ 1 動作確認

1 動作確認 ●

●

2ｹ月に1回

4 通り芯　(左右振り分け) 2ｹ月に1回

3 給油

2ｹ月に1回

2 歯底の摩耗 2ｹ月に1回

2 ﾋﾟｯﾁの伸び 2ｹ月に1回

○1 たるみ

集じん灰処理設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

ﾋｰﾀ

1 ｷｰの緩み

駆動ﾁｪｰﾝ

焼却飛灰貯留槽

1 絶縁抵抗確認

本体

ﾃｰﾌﾞﾙﾌｨｰﾀﾞ

焼却飛灰定量供給装置

ｻｰﾓｽﾀｯﾄ

ｺﾝﾍﾞｱ用ﾋｰﾀ

駆動鎖車

ﾌﾛｰｺﾝﾍﾞｱ
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運転中：○　停止時：●　交換：■

7 ｽｸﾘｭｰの摩耗の有無

4 ﾁｪｰﾝの張り具合及び油の塗布状況

6 ｽｸﾘｭｰの付着物の有無 ●

5 負荷電流の確認 ○

●

●

●3 減速機の油量

6 ﾍﾞﾙﾄ面付着物に有無 ●

5 ベルト破損の有無 ●

●1 取付ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩み

●8 減速機の油量

2 異常音，異常振動，異常発熱の有無 ○

3 ﾁｪｰﾝの張り具合及び油の塗布状況の確認 ●

2 異常音，異常振動，異常発熱の有無 ○

4 ベルトの蛇行の有無 ●

●

2 破損，粉じん漏れ ●

●1 取付ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩み

1 取付ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩み ●

●3 検出板面の付着物の有無及び清掃

7 出口部ｼｭｰﾄ内の付着物の有無及び清掃 ●

8 ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｯｷﾝ部よりの紛体漏れの有無 ●

2 ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀの作動状況確認 ○

1 内部付着物の有無及び清掃 ●

6 希釈水ﾉｽﾞﾙ挿入部の混練物による詰り及び清掃 ●

5 負荷電流値の確認 ○

備　　　考

2 異常音，異常振動，異常発熱の有無 ○ ●

3 減速機，ｷﾞﾔﾎﾞｯｸｽの油量の確認 ● 油面計にて

1 取付ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩み ●

7 Ｉ型，V型ｽｯｸﾚｰﾊﾟの取付状況確認 ●

投入ﾎｯﾊﾟ

本体
ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ

　混練物ｺﾝﾍﾞｱ

本体

混練機

流量検知器 本体

ｽｸﾘｭｰｺﾝﾍﾞｱ

　焼却飛灰ｺﾝﾍﾞｱｰ1

　焼却飛灰ｺﾝﾍﾞｱ-2

　混練機切替装置

本体

集じん灰処理設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

4 Vﾍﾞﾙﾄの摩耗，弛みの有無 ●
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運転中：○　停止時：●　交換：■

2 吸込圧力確認 ○

渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ

生活排水ﾎﾟﾝﾌﾟ

本体

6 潤滑油量確認 ○

7 軸封部漏水、発熱に有無確認 ○

4 振動確認 ○

3 ｽﾄﾚｰﾅの汚れの有無

○

4 潤滑油量の確認 ● ●

1 吐出圧力確認

3 異音，異臭の有無

○

2 振動の有無 ○

3 ﾚﾍﾞﾙ計の作動状況確認 ●

希釈水槽のみ

●

4 希釈水圧力の確認 ○

1 配管部からの液漏れの有無 ●

2 ﾘﾘｰﾌ弁の作動状況確認 ●

吊りﾁｪｰﾝ，配管接続部状況確認 ●

1 吐出圧力確認 ○

5 騒音，異臭の確認 ○

3 電流値確認 ○

5

1 振動確認 ○ ●

2 騒音，異臭の確認 ○ ●

8 取付ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩み ●

9 定期点検 分解整備は別途

5 端子締付確認 ●

6 定期点検 分解整備は別途

3 取付ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩み ○ ●

4 通風状態確認 ○ ●

集じん灰処理設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

汚水処理設備

本体

水中汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ

灰汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ
床洗浄汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ

電動機

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

配管部

1 取付ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩み ●

2 異常音，異常振動，異常発熱の有無 ○

希釈水槽
重金属安定剤貯留槽
PH調整剤貯留槽

本体

重金属安定剤移送ﾎﾟﾝﾌﾟ
重金属安定剤注入ﾎﾟﾝﾌﾟ
希釈水注入ﾎﾟﾝﾌﾟ
PH調整剤注入ﾎﾟﾝﾌﾟ

本体

1 取付ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩み ●

2 タンク内部の付着物の有無 ●

3 減速機の油量の確認 ●

1 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟの作動状況 ●
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運転中：○　停止時：●　交換：■

本体　(ﾄｯﾌﾟﾌﾟﾚﾅﾑ)

本体　(ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ，ﾎｯﾊﾟ)

場内集じん用集じん器

汚水処理設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

槽撹拌ﾌﾞﾛﾜ

　灰汚水槽撹拌ﾌﾞﾛﾜ

RC槽

　灰汚水槽
　生活排水槽
　床洗浄汚水槽

3 騒音，異臭の確認 ○

4 振動確認 ○

1 吐出圧力確認 ○

2 電流値確認 ○

7 取付ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩み ○

8 吸込みﾌｨﾙﾀの確認清掃 ●

5 Vﾍﾞﾙﾄ確認 ●

6 潤滑油量確認 ○

2 騒音，異臭の確認 ○ ●

3 取付ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩み ○ ●

9 定期点検 分解整備は別途

1 振動確認 ○ ●

6 定期点検 分解整備は別途

1 PH系等検出端部の作動状況 ○

4 通風状態確認 ○ ●

5 端子締付確認 ●

1 詰り確認 ●

2 ﾃﾞｨﾌｭｰｻﾞｰ詰まり除去清掃 ●

3 外壁の漏水の有無 ○

4 槽内清掃 ●

2 長期間の温度，湿度の変化による ○

膨張，収縮によるｸﾗｯｸ発生の有無

点検口ﾊﾟｯｷﾝ劣化の有無 ●

1 腐食の有無 ○ 外観点検

● 内部点検

3

粉じんの漏洩有無2

3 点検口ﾊﾟｯｷﾝ劣化の有無

集じん・換気設備

○ 外観点検

2 粉じんの漏洩，堆積の有無

散気装置
　灰汚水槽

定流量弁・散気管

●

●

1 腐食の有無

電動機

本体

内部点検
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運転中：○　停止時：●　交換：■

排風機

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ

羽根車

軸ｼｰﾙﾊﾟｯｷﾝ

ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ

軸受部

場内集じん用集じん器

集じん・換気設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

ろ布

ﾍｯﾀﾞﾊﾟｲﾌﾟ

ｽｸﾘｭｰｺﾝﾍﾞｱ

ﾛｰﾀﾘｰﾊﾞﾙﾌﾞ

分解点検整備は別途

2 本体からのﾘｰｸは無いか ○

1 ﾌｨﾙﾀ差圧が通常と変わりないか 1.5kPa以下

●

3 軸受部の異常な発熱，振動の有無 ○

5 ﾁｪｰﾝのたわみ量は適正か ● 約22mm

1 ｹｰｼﾝｸﾞ腐食の有無 ○

1 腐食の有無 ○ 外観点検

●

4 軸封部ﾘｰｸの有無 ○

2 粉じんの堆積の有無

○

2 粉じんの堆積の有無 ●

2 ドレン詰りの有無

○

払い落としﾊﾞﾙﾌﾞ

差圧計　(ﾀｲﾏに内蔵)

1 腐食の有無

5 ﾁｪｰﾝのたわみ量は適正か ● 約16mm

4 軸封部ﾘｰｸの有無

1 劣化の有無 ●

1 ﾀﾞｽﾄの付着，摩耗，変形の有無 ●

1 ｹｰｼﾝｸﾞ腐食の有無

1 異常な発熱，振動，異音の有無 ●

本体からのﾘｰｸは無いか ○

1 作動時間が異常に長く又は短くないか ○

2

●

3 軸受部の異常な発熱，振動の有無 ○

1 ｺﾞﾑﾌﾞｯｼｭの摩耗の有無

1 強度低下の有無
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運転中：○　停止時：●　交換：■

鎖車

防じん板

ｺﾝﾍﾞｱｹｰｽ・ﾚｰﾙﾌﾛｰｺﾝﾍﾞｱ

　集じん器下ﾀﾞｽﾄ移送ｺﾝﾍﾞｱ

集じん・換気設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

4 歯の側面の摩耗 2ｹ月に1回

1 運転中の発熱，回転状態 ○

2 ｾｯﾄﾎﾞﾙﾄのゆるみ

1 通り芯　(左右振り分け) 2ｹ月に1回

○

軸受

駆動ﾁｪｰﾝ

2ｹ月に1回

4 給油 2ｹ月に1回

1 輸送物や粉じんの漏れ 2ｹ月に1回

2 取付ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩み ○

3 ｾｯﾄﾎﾞﾙﾄのゆるみ 2ｹ月に1回

1 ｹｰｽの締付ﾎﾞﾙﾄのゆるみ 2ｹ月に1回

2 ｹｰｽ底面及び側面の摩耗

ﾁｪｰﾝ

1 ﾁｪｰﾝの張り加減 2ｹ月に1回

2 ﾋﾟﾝ，ブッシュの摩耗 2ｹ月に1回

5 ｹｰｽ内への残留物　(ﾍｯﾄﾞ，ﾃｰﾙ、曲り) ○

3 ﾚｰﾙ及び仕切り板の摩耗 2ｹ月に1回

4 異物の干渉，輸送物の固着 ○

2ｹ月に1回

3 脱落又はｸﾗｯｸ ○

1 たるみ ○

3 ﾛｰﾗの摩耗 2ｹ月に1回

4 ﾘﾝｸﾌﾟﾚｰﾄの摩耗 2ｹ月に1回

ﾌﾗｲﾄ

1 変形　(曲り) ○

2 輸送物の固着 ○

1 ｷｰの緩み 2ｹ月に1回

2 歯底の摩耗 2ｹ月に1回
駆動鎖車

4 通り芯　(左右振り分け) 2ｹ月に1回

2 ﾋﾟｯﾁの伸び 2ｹ月に1回

3 給油

2 異常音の発生 ○

1 電流値

2ｹ月に1回

3 歯底の摩耗 2ｹ月に1回

全般

3 異常振動の発生 ○
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運転中：○　停止時：●　交換：■
保　守　点　検　リ　ス　ト

機器冷却水冷却塔 ファン

FRPﾀﾝｸ 高架ﾀﾝｸ本体

本体
3 定期点検 分解整備は別途

1 軸受部の異常発熱 ○

給水設備

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ
　機器冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ
　機器冷却水揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ
　床洗浄水ﾎﾟﾝﾌﾟ

圧力

軸封部

その他

集じん器下ﾀﾞｽﾄ切替装置

1 ﾌﾞｯｼｭの傷，摩耗 ●

3 ｴﾝﾄﾞｶﾊﾞｰの傷，摩耗

2 ﾎﾞｰﾄ内部の腐食 ●

●

先端金具・支持金具 1 ﾎﾞﾙﾄ，ﾅｯﾄの緩み ○

1 傷，変形，割れ等の有無 ●
ﾋﾟｽﾄﾝﾛｯﾄﾞ

2 速度，ｻｲｸﾙﾀｲﾑ ○

6 ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁのｹﾘ金取付ﾎﾞﾙﾄの緩み ○

4 ﾊﾟｯｷﾝの傷，摩耗 ●

5 軸受取付ﾎﾞﾙﾄの緩み ○

2 異常音，異常振動の有無 ○

1 ﾀﾝｸ形状に異常は無いか ○

空間が確保されているか

2 ﾀﾝｸ及び配管に亀裂や漏水個所が無いか ○

1 液漏れ量，虫垂圧力の確認 ○

1 吸込み，吐出圧力の確認 ○

4 ﾀﾝｸの点検清掃修理等に支障のない ○

3 開口部，接合部は防水密閉されているか ○

2 ﾌｧﾝｹｰｼﾝｸﾞの損傷，変形，錆，汚れ，は無いか

3 異常音の有無

○

6 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの異常音，発熱は無いか ○ ■ 点検時交換

4 ﾌﾟｰﾘｰの摩耗，錆の発生有無 ●

5 ﾌﾟｰﾘｰの芯確認，調整 ●

7 ベルトの摩耗，張り，損傷の有無 ○ ■ 点検時交換

1 羽根車の損傷，摩耗，変形，錆，汚れは無いか ○
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運転中：○　停止時：●　交換：■
保　守　点　検　リ　ス　ト

1 絶縁抵抗値測定 ●

2 異常音，発熱の有無 ○

1 ｹｰｼﾝｸﾞの損傷，変形，錆、汚れの有無

1 液量の確認，補給 ○

給水設備

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

本体

機器冷却水冷却塔

電動機

防食・防ｽｹｰﾙ剤注入ﾎﾟﾝﾌﾟ

防ｽﾗｲﾑ剤注入ﾎﾟﾝﾌﾟ

冷却水薬品注入装置

防食・防ｽｹｰﾙ剤貯槽

○

3 錆の有無 ●

4 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの異音，発熱の有無

4 充填材へのｽｹｰﾙ，ｽﾗｲﾑの付着，変形，汚れの有無 ○

2 ｽｹｰﾙ，ｽﾗｲﾑの付着，清掃 ○

3 ﾙｰﾊﾞｰの破損，変形，汚れの有無 ○

7 ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ動作確認 ○

8 ｽﾄﾚｰﾅ清掃 ○

5 水槽内の汚れ，清掃 ○

6 水漏れの有無 ○

3 ﾎﾟﾝﾌﾟ部，配管部から漏水有無 ○

4 ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ，弁座，ﾁｬｯｷﾎﾞｰﾙ 異常時交換

1 吐出圧力確認 ○

2 異常音の有無 ○

3 ﾎﾟﾝﾌﾟ部，配管部から漏水有無 ○

4 ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ，弁座，ﾁｬｯｷﾎﾞｰﾙ 異常時交換

1 液量の確認，補給 ○

Oﾘﾝｸﾞ，保護ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑの交換

Oﾘﾝｸﾞ，保護ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑの交換

1 吐出圧力確認 ○

2 異常音の有無 ○

防ｽﾗｲﾑ剤薬品貯槽
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運転中：○　停止時：●　交換：■

リミットＳＷ動作確認

●

3 締付け緩みの有無 ●

2 損傷部の有無

機構部及び接触部

高圧配電盤

制御回路

主回路

盤構成部

締付緩みの有無

7

5

電気設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

絶縁物（支持板等）の点検 ●

7 異物混入の有無 ●

8 絶縁抵抗測定 ●

3

5 異物混入の有無 ●

4 発錆の有無 ●

1 汚損部の手入れ ●

2 損傷部の有無 ●

3 締付け緩みの有無 ●

6

●

4 発錆有無 ●

5 異物混入の有無 ●

1 汚損部の手入れ ●

2 損傷部の有無 ●

●

4 発錆の有無 ●

母船接続部の絶縁処理確認 ●

●

10 機構部動作及び接触状態確認 ●

9 ＤＳ操作 ●

8 機構部動作及び接触部確認 ●

6 外付けＳＷ動作確認 ●

5 異物混入の有無 ●

1 汚損部の手入れ ●

1

3 締付緩みの有無

汚損部の手入れ ●

2 損傷部の有無 ●

11 ＰＴ台車操作機構部及び１次・２次接触部確認 ●

7 絶縁抵抗測定 ●

6 電線の端末処理確認 ●

4 発錆の有無

●
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運転中：○　停止時：●　交換：■

　●（1年及び3年）

　●（1年及び3年）

高圧配電盤
　（ＶＣＢ）

真空管

機構

据付

●3年毎

三相不揃い測定 ●3年毎

開閉動作電圧測定 ●3年毎

●

2 ワイプ長の測定

動作回数計の確認

●

7

5 一次ジャンクションの状態と取付け部の確認 ●

6 二次ジャンクションの接続と圧着部の確認

その他付属品取付け部の確認

●

2 注油・動作の円滑性の確認

6 アース端子の接触状態

3

4

5

6

●

●

●

5 各部品の損傷の有無 ●

1 異常摩擦・異物混入・焼付けの有無

●

2 絶縁部品の取付け確認（ＳＷ管含む）

4 オイルダンパーの状態 ●

2 点検後 ●

●

2 可とう導体の損傷、変色の有無 ●

1 絶縁部品の異常の有無 ●

●

1 主回路部の締付け確認

7

8

9

10

11

12

手動開閉操作による動作確認 ●

電動開閉操作による動作確認

挿入・引出しがスムーズに行えるか ●

各トリップ機構・インターロック確認

●

電動開閉操作による動作時間確認

1 点検前 ●

4 操作機構部の締付け確認 ●

3 投入バネ蓄勢機構の締付け確認

●

7 スナップリング等の破損・脱落の有無 ●

3

外観

電気設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

外観

各コイルの変色状態

主回路絶縁抵抗測定　アース間 ●

13 制御回路絶縁抵抗測定　アース間

●

1 開極寸法の測定

真空度の測定 ●

補助ＳＷの接触状態と動作確認 ●
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運転中：○　停止時：●　交換：■

盤構成部

高圧変圧器

補機

主回路

制御回路

本体

1 割れ、傷はないか ●

2 計器の指示値は良いか ●

●

3 計器の警報設定値は良いか ●

1 上部に埃が積もっていないか ●

2 碍子にクラックが入っていないか ●

3 ケース、鉄心のアースは完全か ●

4 温度上昇し過ぎていないか ●

7 ネジ、ボルト部に緩みはないか ●

4 発錆の有無 ●

5 異物混入の有無 ●

6 電線の端末処理確認 ●

7 絶縁抵抗測定 ●

8 絶縁抵抗測定 ●

1 汚損部の手入れ ●

2 損傷部の有無 ●

3 締付け緩みの有無 ●

4 発錆の有無 ●

5 母船接続部の絶縁処理確認 ●

6 絶縁物（支持板等）の点検 ●

7 異物混入の有無 ●

1 汚損部の手入れ ●

2 損傷部の有無 ●

3 締付け緩みの有無 ●

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

2 損傷部の有無 ●

3 締付け緩みの有無 ●

4 発錆の有無 ●

5 異物混入の有無 ●

1 汚損部の手入れ ●

5 ﾘｰﾄﾞ端子部、接続箇所、金具等の錆の発生の有無 ●

6 機器的な損傷はないか ●

電気設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間
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運転中：○　停止時：●　交換：■

5 母船接続部の絶縁処理確認 ●

1 汚損部の手入れ ●

2 損傷部の有無 ●

3 締付け緩みの有無 ●

4 発錆の有無 ●

●

6 絶縁物（支持板等）の点検

●

1 油漏れはないか ●

2 ケースの変形はないか ●

低圧配電盤・ＡＣＢ盤

コンデンサ

進相用コンデンサ盤

盤構成部

主回路

盤構成部

制御回路

1

2

3

4

5

6

汚損部の手入れ ●

損傷部の有無 ●

締付け緩みの有無 ●

発錆の有無 ●

異物混入の有無 ●

取付け機器の汚れ、損傷の有無

7 絶縁抵抗測定

3 放電抵抗に異常はないか ●

●

4 発錆の有無 ●

5 異物混入の有無 ●

6 電線の端末処理確認 ●

●

7 異物混入の有無 ●

5 異物混入の有無 ●

1 汚損部の手入れ ●

2 損傷部の有無 ●

3 締付け緩みの有無 ●

4 発錆の有無 ●

電気設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

8 絶縁抵抗測定 ●

1 汚損部の手入れ ●

2 損傷部の有無 ●

3 締付け緩みの有無
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運転中：○　停止時：●　交換：■

●

●

●

1

2

3

4

制御回路

主回路

盤構成部デジタル通信盤

機構部及び接触部

低圧配電盤・ＡＣＢ盤

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

1

2

3

4

5

6

7

8

1

2

3

4

5

6

7

1

締付け緩みの有無

発錆の有無

異物混入の有無5

ＰＴ台車操作機構部 ●

及び１次・２次接触部確認 ●

汚損部の手入れ ●

損傷部の有無 ●

扉ストッパー装置動作確認 ●

セルＳＷ動作確認 ●

扉インターロック機構部確認（ＤＢ・ＡＥ遮断機との関係） ●

機構部動作及び接触状態確認 ●

損傷部の有無 ●

締付け緩みの有無 ●

発錆の有無 ●

異物混入の有無 ●

異物混入の有無 ●

電線の端末処理確認 ●

絶縁抵抗測定 ●

汚損部の手入れ ●

汚損部の手入れ ●

損傷部の有無 ●

締付け緩みの有無 ●

発錆の有無 ●

母船接続部の絶縁処理確認 ●

絶縁物（支持板等）の点検 ●

異物混入の有無 ●

絶縁抵抗測定 ●

汚損部の手入れ ●

損傷部の有無 ●

締付け緩みの有無 ●

発錆の有無 ●

電気設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年
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運転中：○　停止時：●　交換：■

デジタル通信盤

電圧測定

補助リレー

制御回路

異常音・・・感応

　　*電子制御装置の寿命

　　*接触不良防止　　　　*短絡焼損、火災防止

出力電圧の測定

端子の緩みの有無

汚損部の手入れ

制御盤

制御盤

制御盤
主回路器具
　・母線
　・制御変圧器
　・電磁接触器

2

制御盤

3

4

5

1

2

3

4

5

6

7

制御盤

1

2

3

4

5

6

8

2

3

動力制御盤

1

1

○

安全上の施錠・・・目視 ○

振動・・・目視 ○

　　*緩み・断線・電線疵・異音

室温・・・計測 ○

　　*電子制御装置の温度ドラフト

●

リップル確認 ●

清掃・・・目視 ○ 現場

　　*絶縁劣化防止　　　　*特性劣化防止

●

クーリングファンの状態確認 ●

●

入力電圧の測定 ●

電線の端末処理確認 ●

絶縁抵抗測定 ●

本体の汚れ、損傷の有無 ●

損傷部の有無 ●

損傷部の有無 ●

締付け緩みの有無 ●

発錆の有無 ●

異物混入の有無 ●

●

●

接点の汚れ、損傷の有無

●

ヒューズの汚れ、損傷の有無

ランプの点灯確認

接続ケーブルの状態確認 ●7

　　*迅速な発生源の確認

電気設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年
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運転中：○　停止時：●　交換：■

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

制御盤

主回路

動力制御盤

13

○

○

制御盤

制御用変圧器

制御盤
制御回路線
主回路線
主回路器具

制御盤

主回路器具

配線端子の変色・・・目視 ○

　　*締付け箇所の緩み、変色

現場

　　*異物、塵埃付着の有無

部品温度・・・触感、目視 ○

　　*配線、外部ケーブル表面温度

制御盤

主回路

制御回路

制御盤

端子台

主回路

制御回路

電磁接触器・・・目視

　　*端子部、接触部の変色の有無

　　*異物、塵埃付着の有無

6

7

8

ＭＣＣＢ

緩み、温度・・・目視、変色 ○

　　*絶縁物の変形、変色の有無

　　*端子部の緩み変色の有無

制御盤
主回路母線
（銅条）

制御盤

変成器

　　*絶縁物の変形、変色の有無

　　*器具類の表面温度

電気設備

　　*器具表面の変色温度

　　*異物、塵埃付着の有無

緩み、温度・・・目視、変色 ○

　　*端子部の緩み変色の有無

保　守　点　検　リ　ス　ト

　　*変形、変色の有無　　*支持物の亀裂、破損の有無

温度・・・目視、変色 ○

12

　　*端子ネジの増締め（トルクレンチ）

　　*端子部分の汚れ、錆の有無

　　*数回/年無負荷　開閉操作

11

9

10

配線、配線部品・・・目視 ○

　　*端末処理の確認

　　*ケーブルサポートの良否確認

　　　（接触不良の防止）

　　*絶縁物の亀裂、変色の有無

　　*端子部ネジの緩みの有無

　　*汚れ、破損の有無

　　*配線端子の緩みの有無

　　*塵埃の付着、接触部の錆発生の有無

　　*絶縁抵抗の良否
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運転中：○　停止時：●　交換：■

動力制御盤 主機廻り機器

制御盤

制御盤

制御盤

操作スイッチ

押釦スイッチ

電気設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

14

補助Ry・タイマー・・・目視

制御盤

制御回路

14

　　　　負荷状況の確認　　機器の過熱

動作時間・・・目視 ○

制御盤

制御回路

15

16

17

18

19

　　*操作がSeQ通り動作しない

　　*接点の接触状態の確認

　　　　計器自体の異常・・・交換

　　　　電源電圧の異常変動

操作上の異常・・・目視 ○

　　　　　断線の有無確認

指示計器・・・目視 ○

　　*指示値の異常

　　*通常計測値との相違

　　*表示灯　点灯の確認

　　*点灯、消灯時の妥当性確認

表示灯異常・・・目視 ○

　　*点灯すべきが点灯しない

　　*操作、動作完了までの時間が通常時より変化した時

　　　制御系機器の損傷を確認

故障表示・・・目視 ○ 現場

　　　2.連続励磁：周囲３０℃・１０年

　　　　連続励磁：周囲４０℃・５年

　　　3.空調室設置：１０年～１５年

　　　4.動作回数頻度：５万回超

　　　4.絶縁抵抗測定

　　　5.動作時間（タイマー）

　◇交換周期の目安

　　　1.上記点検値が基準値を逸脱したもの：即時交換

　　　1.目視点検

　　　2.動作電圧

　　　3.接点の接触不良

　◇点検項目

○

　　*端子部・接触部の変色有無

　　*運用後５年を経過したもの定期交換んを推奨

　１年毎サンプル調査点検推奨
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運転中：○　停止時：●　交換：■

現場操作盤

電気設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

動力制御盤

制御盤

開閉器類

3

4

5

6

7

　　*器具類の表面温度

1

安全上の施錠・・・目視 ○

主回路母線

制御回路線

主回路線

主回路器具

　　*端子、ネジ増し締め

20

21

　　*変形、変色の有無　　*支持物の亀裂、破損の有無

　　*異物、塵埃付着の有無

部品温度・・・感触、目視 ○

　　*配線、外部ケーブル表面温度

室温計測 ○

異常音・・・感応 ○

　　*迅速な発生源の確認

温度・・・目視、変色 ○

盤内器具清掃・・・目視 ○

　　*絶縁劣化防止

　　*特性劣化防止

　　*接触不良防止

　　*短絡焼損、火災防止

　　*扉の開閉点検

　　*パッキング等の剥がれ

　　*盤内への異物混入有無

　　*接点部の変色有無確認

制御盤 ○

　　*ファン、フィルター清掃

操作開閉・・・目視 ○

2

振動・・・目視 ○

　　*緩み、断線、電線疵、異音

　　*電子制御装置の温度ドリフト

　　*電子制御装置の寿命

全般

制御盤

全般

　　*器具表面の変色有無
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運転中：○　停止時：●　交換：■

操作開閉・・・目視

制御盤

　　*ファン、フィルター清掃

　　*端子、ネジ増し締め

　　*扉の開閉点検

現場操作盤

電気設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

操作スイッチ

押釦スイッチ

14 操作上の異常・・・目視 ○

　　*操作がSeQ通り動作しない

　　*接点の接触状態の確認

表示灯・指示計

主回路器具

主回路・制御回路

端子台・コネクター

主回路

制御回路

表示灯・指示計

11

12

13

15

16

開閉器類

制御盤

8

9

10

○

○

　　*接点部の変色有無確認

　　*通常計測値との相違

　　　　負荷状況の確認　　機器の過熱

　　　　計器自体の異常・・・交換

　　　　電源電圧の異常変動

表示灯異常・・・目視 ○

　　*指示値の異常

　　*点灯すべきが点灯しない　断線の有無確認

指示計器・・・目視 ○

　　*塵埃の付着、接触部の錆発生の有無

　　*絶縁抵抗の良否

　　*表示灯　点灯の確認　　　*点灯、消灯時の妥当性確認

故障表示・・・目視 ○

ＭＣＣＢ ○

　　*端子ネジの増し締め　　*端子部分の汚れ錆の有無

　　数回/年　無負荷開閉操作（接触不良の防止）

配線、配線部品・・・目視 ○

　　*端末処理の確認　　*ケーブルサポートの良否確認

　　*汚れ、破損の有無　　*配線端子の緩み

　　*締付け箇所の緩み、変色

　　*パッキング等の剥がれ

　　*盤内への異物混入有無

配線端子の変色・・・目視 ○
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運転中：○　停止時：●　交換：■

○

4 均等、回復充電機能確認 ○

8 各セル電圧　0.6級以上の精度の計器で測定 ○

9 温度、比重　パイロットセルのみ測定 ○

10 均等充電の実施 ○

11 電槽、蓋、キャビネットの清掃

電気設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

整流器

蓄電池

3 計測値の記録（ＤＰの計測値読み取り）

入出力盤

1 各部品の外観点検、清掃 ○

12 周辺温度は適温か（30℃） ○

○

1 電解液面の確認 ○

2 伝送、蓋等の亀裂、変形など損傷、漏えいの確認 ○

3 各種栓体、パッキンの損傷、劣化の有無 ○

5 接触部の緩み、変色、発錆の有無 ○

6 減液警報装置電極の腐食、断線の有無 ○

○

13 換気装置は正しく動作しているか ○

1 浮動電圧の測定 ○

2 各部品の外観点検、清掃

7 浮動中の総電圧　0.5級以上の精度の計器で測定 ○

4 封口部の損傷、劣化の有無

5 シーケンス、特性絶縁抵抗測定 ○

○

直流電源装置
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運転中：○　停止時：●　交換：■

　　*タッチスクリーン

動作点検10

●

●

分散型ＤＤＣ　　制御装置 コンソール

計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

4 ボード構成、仕様確認

●

3 運転アサイメント確認 ●

1 運転データ保護

●

　　*ＨＤＤイメージバックアップ　*操業データバックアップ

　　*ノード番号　*ＩＰアドレス

2 システムステータス確認 ○

　　*接続機器構成　*各ＬＥＤの確認

　　*Ｉ/Ｏ接点接続位置

7 点検前電圧確認

●

6 日常運転状況の確認 ●

　　*マザーボード/拡張ボード

　　*接地確認（ＦＧ） ●

9 点検清掃

8 目視点検

　　*外観、異音検査　*コネクタ、ケーブル類確認 ●

5 Ｄ・Ｉ/Ｏ接点の確認

　　*エンジニアリングキーボード　*マウス ●

　　*ＣＲＴ　*タッチスクリーン　*冷却ファン ●

　　*コンソール内外部清掃　*ＥＭ内外部清掃 ●

　　*本体内外部清掃　*マーザーボード清掃 ●

　　*ＯＰＳ　*フィルタ　*ＦＤＤクリーニング ●

　　*ＣＤドライブクリーニング　*ＭＯドライブクリーニング ●

機能点検

11 有寿命品交換

　　*ＦＤＤ、ＣＤ、ＭＯドライブ ●

　　*マウス ●

　　*冷却ファン

　　*セルフテスト　　*各ＬＥＤ ●

13 調整、Ｈ/Ｗ診断 ●

　　*有寿命品及びオーバーホール品交換 ●

12
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運転中：○　停止時：●　交換：■

電源波形測定

●

計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

コンソール分散型ＤＤＣ　　制御装置

分散型ＤＤＣ　　制御装置 コントローラ

●

　　*実装部品の破損、変色の確認 ●

　　*モジュール、モジュールエッジ ●

　　*メインベースユニット、カードコネクタ ●

5 点検前電圧チェック

1 運転データ保護

　　*Ｘ－バスステータスの確認 ●

2 ＬＥＤ確認

　　*通信ステータスの確認 ●

●

7 清掃

　　*外観の変形、破損の確認

　　*ステータスディスプレイ確認 ●

　　*ＲＥＧモジュール ●

　　*データベースのセーブ ●

　　*メインベースユニット（ＴＢ１）

　　*ＡＣ電源入力電圧 ●

16

　　*ノードアドレス　　*ＩＰアドレス ●

　　*各モジュール、ベースユニット ●

3 モジュール構成・仕様確認

　　*バックプレーン、Ｉ/Ｏ確認

監視・動作の確認

　　*ＡＣ電源入力波形

15 電源電圧確認

14 接続、配線確認 ●

17 ステータスの確認 ●

　　*各種Ｉ/Ｆコネクタ確認　*Ｄ・Ｉ/Ｏボード接続確認

4 日常運転状況の確認

　　*日常運転時の状況の情報確認 ●

●

6 Ｈ/Ｗ、Ｆ/ＷのＲＥＶ確認

●
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運転中：○　停止時：●　交換：■

10 セルフダイアログ機能確認 ●

11 機能確認

点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

コントローラ

ヒストリサーバ

分散型ＤＤＣ　　制御装置

計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号

●

　　*操業データバックアップ ●

　　*ヒストリデータのアーカイブ ○

　　*ステータスディスプレイ確認 ●

19 ステータスの確認

1 運転データ保護

　　*ＤＯＳＳによるエラーがないことを確認 ●

20 ステートモードの確認

　　*ＤＯＳＳによる各ステートとモードの確認

17 最終確認

　　*停電後復帰動作の確認 ●

18 ＬＥＤの確認

　　*各ＬＥＤの点灯状態が正常なことを確認 ●

15 運転データの復帰

　　*データベースのリストア確認 ●

16 接続配線の確認

　　*接続ビス、コネクタの緩み点検 ●

13 接点Ｉ/Ｏ機能確認

　　*ＷＤＴ接点機能確認 ●

14 設定確認

　　*ＤＯＰＣ設定 ●

　　*ＲＥＧモジュール電圧測定 ●

12 ＵＡＶ機能確認 ●

8 有寿命品交換

　　有寿命品及びオーバーホール品交換 3年毎

9 光量及び伝送損失の測定

　　*発光/発光レベル測定 ●
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運転中：○　停止時：●　交換：■計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

ヒストリサーバ分散型ＤＤＣ　　制御装置

　　*Ｄ・Ｉ/Ｏボード接続確認 ●

　　*ＲＡＩＤ接続確認

14 電源波形測定

16 監視・操作の確認 ●

12 接続・配線確認

　　*各種Ｉ/Ｆコネクタ ●

●

15 ステータスの確認 ●

　　*ＡＣ入力波形 ●

13 電源電圧確認

　　*ＡＣ電源入力電圧 ●

　　*ＭＯ、ＤＡＴドライブ ●

10 機能点検

　　*セルフテスト　　*各ＬＥＤ ●

11 調整、Ｈ/Ｗ診断 ●

8 有寿命交換

　　*有寿命品及びオーバーホール品交換 3年毎

9 動作点検

　　*冷却ファン　*ＦＤＤ、ＣＤドライブ ●

　　*本体内外部清掃　*マザーボード清掃 ●

　　*ＣＤドライブクリーニング　*ＭＯドライブクリーニング ●

　　*冷却ファン　*ＦＤＤクリーニング ●

　　*ＤＡＴドライブクリーニング　*ＲＡＩＤドライブクリーニング ●

6 目視点検

●

　　*外観、異音検査 ●

　　*コネクタ、ケーブル類確認

7 点検清掃

　　*マザーボード/拡張ボード接続機器構成 ●

　　*各ＬＥＤ確認

点検前電源電圧確認

　　*ＡＣ電源入力電圧 ●

4 日常運転状況の確認 ●

5

2 運転アサイメントの確認

　　*ノード番号　　*ＩＰアドレス ●

3 ボード構成、仕様確認
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運転中：○　停止時：●　交換：■

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

ゲートステーション分散型ＤＤＣ　　制御装置

●

　　*Ｄ・Ｉ/Ｏボード接続確認 ●

14

計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

11 機能点検

　　*セルフテスト　　*各ＬＥＤ ●

12 調整、Ｈ/Ｗ診断 ●

　　*ＡＣ電源入力電圧 ●

　　*各種Ｉ/Ｆコネクタ

電源電圧確認

13 接続・配線確認

9 動作点検

　　*冷却ファン　　*ＦＤＤドライブ ●

10 有寿命交換

　　*有寿命品及びオーバーホール品交換 3年毎

　　*本体内外部清掃　*マーザーボード清掃 ●

　　*エンジニアリングキーボード　*マウス ●

　　*ＣＲＴ　*タッチスクリーン　*冷却ファン ●

　　*ＯＰＳ　*フィルタ　*ＦＤＤクリーニング ●

　　*外観、異音検査　*コネクタ、ケーブル類確認 ●

　　*接地確認（ＦＧ） ●

8 点検清掃

　　*コンソール内外部清掃　*ＥＭ内外部清掃 ●

　　*Ｉ/Ｏ接点接続位置 ●

5 日常運転状況の確認 ●

6 点検前電圧確認 ●

7 目視点検

　　*ＨＤＤイメージバックアップ　*操業データバックアップ ●

2 運転アサイメント確認

　　*ノード番号　*ＩＰアドレス ●

3 ボード構成、仕様確認

　　*マザーボード/拡張ボード ●

　　*接続機器構成　*各ＬＥＤの確認 ●

4 Ｄ・Ｉ/Ｏ接点の確認

1 運転データ保護
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運転中：○　停止時：●　交換：■

ゲートステーション分散型ＤＤＣ　　制御装置

カラーＣＲＴ

計算機本体

計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

清掃

外観、異音、異臭

清掃

外観、異音、異臭

テストプログラムによる動作

エラーログ情報の確認

4 ●

エレメント

エレメント

配線端子

取付部
熱電対

測温抵抗体

取付け角度点検
放射温度計

本体取付け部 1 取付けボルトの緩み ●

1 取付けボルトの緩み ●

2 角度異常 ○

取付部 1 漏れ、取付けボルトの緩みの確認 ○

1 ビス等の緩みの確認 ○

1 断線の有無 ○

2 絶縁抵抗 ○

○

1 ●

配線端子

入力動作確認

清掃

表示状態確認

1 ビス等の緩みの確認 ○

外観 1 ケースの腐食 ○

1 断線の有無 ○

1 ケースの腐食 ○

2 ●

3 ●

2 ○

2 絶縁抵抗 ○

1 漏れ、取付けボルトの緩みの確認 ○

●

監視・操作の確認

1 ○

1 ○

2 ●

3

15 電源波形測定

　　*ＡＣ入力波形 ●

16 ステータスの確認

キーボード・マウス

中央データ処理用計算機

外観
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運転中：○　停止時：●　交換：■

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

放射温度計

本体接点付圧力計

温度計検出器

空冷管

機能確認

圧力発信器

2 専用ＳＦＣ（設定器）による発信出力確認 ●

3 コンデンサーポット付きは導圧管の水張り ●

1 部品の欠落、破損の有無 ●

計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

仕様

1 基準圧力入力による指示、出力 ●

2 プリント板の錆、損傷、水滴の有無 ●

3 ケースＯリングの交換

3 三方弁、ブロック弁の開閉状態の確認 ●

●

1 三方弁グランド漏れ、損傷等の確認 ●

2 部品の欠落、破損の有無 ●

3 ケースの組付け状態の確認 ●

2 耐圧および気密試験 ●

3 外観及び接液部の腐食の有無 ●

1 ＴＡＧ、型番、工番等の確認 ●

2 各設定データの確認・記録 ●

4 温度指示確認 ○

1 外観チェック ○

2 電源ランプ確認 ○

1 示度検査 ●

○

1 取付けボルトの緩み ●

2 コネクタの緩み ●

3 フィルタの汚れ ●

1 フィルタ固定部の緩み ○

2 フィルタの汚れ点検 ○

1 蝶ナットの緩み ○

2 異常発熱 ○

3 フィルタのひび割れ ●

4 パッキンの痛み ●

5 予備フィルタの枚数

1 取付けボルトの緩み ●

2 異常発熱 ○

外観

内部

エアパージフード

フィルタプレート

温度計変換基盤
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運転中：○　停止時：●　交換：■

　　*希望水位に固定されているか

１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

4 ケーブルクリップ ●

4 端子台の腐食 ●

1 割れやへこみ ●

2 付着物

1 カバーの締付け ●

2 電線グランドの締付け ●

3 液や異物の混入

電極式レベルスイッチ

ＦＥ22

ＣＥ22

特殊フロート式レベルスイッチ

計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週

ＲＥ7000/7100

●

●

2 動作確認 ●

　　*Ｅ０－Ｅ２間をショートで性状動作確認

　　*セレクトスイッチの切換えでリレー反転の確認

5 動作確認 ●

　　*電極間導通にてリレーユニットの動作確認

1 割れ、変形、破損の有無 ●

　　*付着物　*腐食

3 ケーブルの破れ、腐食 ●

　　*カバーの締付け　*電線グランドの締付け

　　*液、異物の混入　*端子台の腐食

2 電極棒 ●

　　*ロープとの締結具合

　　*電極管導通にてリレーユニットの動作確認

1 端子ボックス ●

●

　　*付着物　*腐食、曲り

　　*電極棒同士の接触　*コネクタ部の緩み

　　*カバーの締付け　　*電線グランドの締付け

　　*液、異物の混入　*端子台の腐食

3 動作確認 ●

2 電極棒

1 端子ボックス ●

端子ボックス

フロート
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運転中：○　停止時：●　交換：■

2 変形や極度の曲り ●

4 端子台の腐食 ●

5 電子基板の破損、腐食 ●

1 カバーの締付け ●

1 腐食や破損 ●

2 電線グランドの締付け

3 液や異物の混入 ●

動作確認

特殊フロート式レベルスイッチ

ループコイルループコイル

リード式レベルスイッチ 本体

2 リレー接点抵抗が5Ω以下であること ●

3 付着物の除去 ●

1 検出部に手を触れて検出確認（ＬＥＤ点灯） ●

1 直流抵抗の測定 ●

2 絶縁抵抗の測定 ●

4 ストッパの緩み ●

1 緩み ●

1 フロートを反転させて正常に動作すること ●

2 希望液位にクリップが固定されていること ● 希望液面+15にクリップ下面を合わせる

付着物 ●

2 破れ、腐食 ●

3 硬化による変形 ●

1

3 ステム

　　*カバーの締付け　*電線グランドの締付け

　　*液、異物の混入　*端子台の腐食

　　*付着物　*へこみ、割れ、傷など

●

　　*付着物　*へこみ、割れ、傷など　*曲り

1 端子ボックス ●

ケーブル

ケーブルクリップ

5 動作確認 ●

　*フロートを動かして接点の切替わりを確認

●

静電容量式レベルスイッチ

端子ボックス

検出部

動作確認

2 フロート ●

計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年
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運転中：○　停止時：●　交換：■

ピトー管式流量計

タービン式流量計 本体

計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

機器本体ループコイル

本体光電管

本体

3 管内径に対する孔位置の確認 ●

4 流れ方向に対する向きの確認 ●

5 ルーズ部固定ナットの緩みの確認 ●

6 フランジボルト等の緩みの確認 ●

出力信号の有無 ○ ○

5 計量室の点検 ●

1 ダストによる全圧孔、背圧孔の閉塞の確認 ●

2 先端部のダスト等の蓄積の確認 ● 先端部に盲栓がある場合

●

3 液漏れの有無 ○

安定性 ○

4

1 流量の確認 ○

2 指針の作動確認 ○

1

内面の汚れ、腐食の確認

3 最大径ツバ部のエッジの摩耗・変形 ●

4 磁力の減衰 ●

5

3 塗装の剥離

1 光電センサ窓ガラスの点検清掃 ●

●

●

1 腐食 ●

●

2 座屈変形

磁気結合部 1 指針に比例した発信値 ●

指針及び指示機構 1 ゼロ点 ○

2 流体の固着 ●

指針の動き（フルスパン）

○

1 気密 ○

2 感度測定 ○ 専用計測器

3 断線検知の確認 ○

○

1

1 電源電圧の測定

取付け方法

フロート面積式流量計

接続部及び本体

テーパー管

発信器

2
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運転中：○　停止時：●　交換：■

2 異音の有無 ○

3 異常振動の有無 ○

4 連結レバーの緩み ○ ●

5 絶縁抵抗の測定 ●

6 ポテンショメーターの抵抗測定

2 変換器入出力の確認 ●

3 実流体静指示のゼロ点調整 ●

4 信号波形の測定 ●

電極、接液リング、ライニングの分解点検清掃

8 電極組立交換

1 各基準値の確認・記録 ●

4 検出器内信号の確認 ●

5 端子ＢＯＸの点検 ●

6 設置状況の確認 ●

7

3 各ケーブルの配線状況 ●

●

2 コイルの導通 ●

3 電極間抵抗測定 ●

1 コイルの絶縁抵抗

1 変換器内の錆、損傷、水滴の有無 ●

2 ケースＯリングの交換

5 計器電源電圧の確認 ●

1 変換器の設置状況 ●

2 検出器の設置状況 ●

●

4 各設定データの確認・記録 ●

2 付属品の仕様確認 ●

3 組合せ検出器との照合

1 ＴＡＧＮＯ、型番、工番、目盛の確認・記録

備　　　考

●

1 フォルトランプの点滅確認 ○

1 カップリング剤の塗布 ○

1 ケース表面温度の測定

電磁流量計

仕様

外部

3年毎

3年毎

3年毎

変換器機能

計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

検出部

内部

検出器

本体
ダンパ遠隔操作装置
　（コントロールモータ）

○

●

超音波流量計
変換器機能
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運転中：○　停止時：●　交換：■

日常点検及び定期点検

3 外観上の錆、剥げ、腐食の有無 ○ ■ 日常点検及び定期点検

1 ガスケット、グランドパッキンからの流体漏れ ○ 日常点検及び定期点検

1 エレメントの詰まり

駆動部

駆動部

空気式調整弁

フィルタ

電油式ダンパ制御器
　（パワーバック）

空気式自動弁

2 異常音、配管振動の有無

1 駆動部、摺動部への給油 ■

2 ダイヤフラムの点検 ● ■ 異常時交換

3 シリンダー部の点検 ● ■ 異常時交換

日常点検及び定期点検

3 外観上の錆、剥げ、腐食の有無 ■

1

4 弁部内外の損傷、摩耗、腐食

2 ステム部分の傷、かじり ○ ■

3 ボルトナットの傷、腐食、やせ細り ○ ■

○ 異常時交換

1 空気配管からの空気漏れ ○ ■ 日常点検及び定期点検

○

ガスケット、グランドパッキンからの流体漏れ ○ ■

4 弁部内外の損傷、摩耗、腐食 異常時交換

1 駆動部、摺動部への給油 ■

1 空気配管からの空気漏れ ○ ■ 日常点検及び定期点検

2 異常音、配管振動の有無

1 作動油の油量 ○

2 作動油の交換 ■

2 ステム部分の傷、かじり ○ 日常点検及び定期点検

1 油漏れ ○

1 作動油の油量 ○

2 作動油の交換 ■

1 信号通り作動している ○

備　　　考

1 作動油圧 ○

●

2 ダイヤフラムの点検 ● ■

1 油漏れ ○

作動

油配管、シリンダ

油槽

油圧計

電油式ダンパ制御器
　（ギヤレス）

作動

油配管、シリンダ

油槽

全体

弁本体

全体

弁本体

計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

1 信号通り作動している ○

3 ボルトナットの傷、腐食、やせ細り

○
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運転中：○　停止時：●　交換：■

プランジャースプリング摩耗・損傷

プレーンリング摩耗・損傷　パッキン摩耗・損傷

駆動部

電動弁

本体電磁弁

5 絶縁抵抗測定 ● 必要に応じて直送給電状態で実施する

○

必要に応じて直送給電状態で実施する

3 変色、加熱の有無 ○

4 防じんフィルターの汚れ ○

3 運転系統盤の確認 ○

○

6 設置状態の確認（換気・操作・表示・温度） ○

2 内部部品の汚れ、損傷の有無

4 蓄電池容量表示の確認 ○

1 異音、異臭の確認 ○

8 接続部ボルト・ナットの緩みの有無

3 切換え試験　ＩＮＶ→直送　直送→ＩＮＶ ○

4 警報動作試験 ○ 必要に応じて直送給電状態で実施する

1 ＤＰパネル全計測値の記録 ○

2 ＤＰパネルの故障記録、状態履歴の記録 ○

1 停電試験 ○

2 均等・回復充電の確認

必要に応じて直送給電状態で実施する

1 ランプ・ブザーテスト ○

2 計測値記録 ○

5 電解液面のチェック ○

6 埃などによる汚損の有無 ○

7 接続板、接続線、端子などの発錆の有無 ○

2 浮動充電中の各セル総電圧 ○

3 均等・回復充電電圧の確認 ○

4 電槽・蓋などの損傷・漏液の有無 ○

2 ●

3 ●

1 浮動充電中の蓄電池総電圧 ○

1 駆動部、摺動部への給油 ■

1 メインバルブ摩耗・損傷 ●

1 制御状態の監視　異常音、配管振動の有無 ○ 日常点検及び定期点検

2 外観上の錆、剥げ、腐食の有無 ■ 日常点検及び定期点検

1 ガスケット、グランドパッキンからの流体漏れ ○ ■ 日常点検及び定期点検

2 ステム部分の傷、かじり ○ ■ 日常点検及び定期点検

2年１ｹ月３ｹ月６ｹ月
番号 点　検　項　目

点　検　期　間

毎日 毎週

全体

弁本体

蓄電池盤

インバータ盤盤面

外観点検

機能点検

計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所
1年

無停電電源装置

総合点検
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運転中：○　停止時：●　交換：■計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

ＩＴＶ装置

照明のランプ切れの確認

1 計測値記録

バックフォーカス（ズーム操作でのフォーカスの調整） ○

3 色温度の調整 ○

4 映像レベル（レンズアイリス）の調整 ○

2 異音、異臭の有無 ○

○

8 ケーブル、接栓、ネジの締付け点検

5 カラーバランスの調整 ○

6 撮影画面の汚れ確認 ○

7 カメラ本体のショックテスト

○

3 内部部品の汚れ、損傷の有無 ○

4 変色、発熱の有無

5 絶縁抵抗の測定

○

2

○

9 各部の清掃 ○

10 撮影素子の焼付き、傷等 ○

レンズ

1 固定レンズ動作の確認 ○

2 手動ズームレンズ動作の確認 ○

3 電動ズームレンズ動作の確認 ○

4 ＥＳレンズ動作の確認

個体式カラーカメラ

1 フォーカスの調整

○

5 プリセット動作の確認 ○

6 レンズの取付け状態の確認 ○

7 レンズ面の汚れ清掃 ○

カメラｹｰｽ

1 前面ガラスの目視点検 ○

2 取付け状態の確認。取付けボルトの増し締め ○

3 腐食、水漏れの有無 ○

4 外部配線、内部配線の点検 ○

5 ワイパーの動作、破損、欠損の確認 ○

6 デフロスターの加熱動作確認 ○

7 ヒータの加熱動作確認 ○

8 冷却水の流れ方向、流量、温度の確認 ○

9 ウォッシャー装置の動作確認とウォッシャー液の補充 ○

10 ○

11 各部の清掃 ○

入出力盤無停電電源装置

● 必要に応じて直送給電状態で実施する

○
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運転中：○　停止時：●　交換：■

各部の清掃

１←→４画面切り替え動作の確認

４画面表示ノイズ等の画質の確認

映像出力レベルの確認

ＩＴＶ装置

計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

○

6 各部の清掃 ○

1 回転動作の確認 ○

2 回転範囲の確認 ○

3 動作中の異音の有無 ○

4 オートバンニング動作の確認 ○

5 ケーブル破損確認、接栓、ネジの締付け

映像分配切換器

1 映像信号切替動作の確認 ○

2 映像入出力レベルの確認 ○

3 直流電源電圧及びリップ電圧測定 ○

4 ケーブルの破損、コネクタの緩み等の確認 ○

5 各部の清掃 ○

○

3 コンバージェンスのズレを点検調整 ○

4 白黒信号によりホワイトバランス、ブラックバランスを調整 ○

5 電源ＯＮ－ＯＦＦ、画面の明るさ等によりＣＲＴの劣化を判断 ○

6 ケーブルの破損、コネクタの緩み等の確認 ○

7 ＣＲＴ管面、各部の清掃 ○

制御論理部

1 直流電源電圧及びリップ電圧測定 ○

2 ケーブルの破損、コネクタの緩み等の確認 ○

3 各部の清掃 ○

カラーモニター

1 信号発生器等にて解像度の低下、ノイズ等の異常を確認 ○

2 電源入切等により水平垂直同期に安定性を確認

制御切替部

1 映像入出力レベルの確認

2 ケーブルの破損、コネクタの緩み等の確認

3 各部の清掃

映像分配器

1 映像入出力レベルの確認 ○

2 終端抵抗が正しくセットされているか確認 ○

3 直流電源電圧及びリップ電圧測定 ○

4 ケーブルの破損、コネクタの緩み等の確認 ○

5

４画面切換器

1 ○

2 ○

3 ○

4 ケーブルの破損、コネクタの緩み等の確認 ○

5 各部の清掃 ○

電動雲台
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運転中：○　停止時：●　交換：■計装設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

自動映像切替器

ＩＴＶ装置

本体
雑用空気圧縮機

減温塔用空気圧縮機

9 安全弁作動確認 ○

1 切替動作の確認 ○

2 映像出力レベルの確認

2 液面計

4 各部の清掃 ○

1 吐出温度

3 ｵｲﾙﾀﾝｸﾄﾞﾚﾝ発生確認 ●

○

3 ケーブルの破損、コネクタの緩み等の確認 ○

○

10 ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ油漏れ点検 ●

11 ﾌｨﾙﾀ，ｴﾚﾒﾝﾄ交換 ■

8 吸込みﾌｨﾙﾀ交換 ■

その他設備
○ 65℃～93℃

6 潤滑油交換 ■ 給油ﾘｽﾄによる

7 油回収ﾌｨﾙﾀ点検，清掃 ●

4 吸込ﾌｨﾙﾀ清掃 ●

5 潤滑油ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ ●

■

15 電磁弁作動確認 ●

12 ｵｲﾙﾀﾝｸ清掃 ●

13 ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ点検，ｸﾞﾘｽ補充 ●

14 ｵｲﾙｾﾊﾟﾚｰﾀ交換

18 継手類の緩み，漏れ ●

16 ｵｲﾙｸｰﾗ，ｱﾌﾀｰｸｰﾗ清掃 ●

17 電気品，計器類，ｾﾝｻｰの点検，清掃 ●

照明電源部

1 照明点灯時のＡＣ電源電圧の測定確認 ○

2 ケーブルの破損、コネクタの緩み等の確認 ○

照明点灯時の異常発熱、異臭等の確認 ○

3

○

3 各部の清掃 ○

各部の清掃 ○

電源部

1 ＡＣ電圧の測定確認 ○

2 ケーブルの破損、コネクタの緩み等の確認
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運転中：○　停止時：●　交換：■

雑用空気除湿器

電動機

その他設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

雑用空気圧縮機

減温塔用空気圧縮機

雑用圧縮空気槽

計装用圧縮空気槽

電動式ﾎｲｽﾄ

本体 1 傷，錆の有無 ●

ﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ 1 排出動作確認 ○

安全弁 1 作動確認 ○

圧力計 1 支持値確認

本体

1 ｵｰﾄﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟﾄﾞﾚﾝ排出 ○

2 ｵｰﾄﾄﾞﾚﾝﾄﾗｯﾌﾟ清掃 ●

9 冷媒の漏れ確認　(圧力確認) ○

10 熱交換器，冷凍圧縮機の交換

7 計器類点検，清掃

●

○

●

8 配管等の空気漏れの有無 ○

1 絶縁点検 ●

51

(DC500Vﾒｶﾞにて2.1MΩ以上)

2 ｸﾞﾘｽ補充 ●

5 凝縮器清掃 ●

6 冷却ﾌｧﾝ絶縁点検，清掃 ●

3 異常音，異常振動の有無 ○

4 凝縮器ﾌｨﾙﾀの詰り除去 ●

各ﾌﾞﾚｰｷ

巻上ﾌﾞﾚｰｷ 1 ｷﾞｬｯﾌﾟ量の測定 ●

1 きき具合を確認 ○

2 異常音の有無 ○

2 ﾈｼﾞのゆるみの確認 ●

3 潤滑油の状態

横行車輪 1 ﾈｼﾞのゆるみの確認 ●

本体外観

各ﾗｲﾆﾝｸﾞ 1 摩耗度の確認 ●

1 錆，変形，部品の欠落等の有無 ●

ｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗ 1 錆，変形，部品の欠落等の有無 ●

横行車輪ｷﾞﾔ 1 潤滑の状態 ●

横行車輪の踏み面 1 摩耗度の確認 ●
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運転中：○　停止時：●　交換：■

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考

押し釦スイッチ

ﾌｯｸ

1 摩耗度の確認 ●

2 外傷の有無

過巻ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ

電磁接触器

5 潤滑の状態

毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ

1 素線の断線の有無 ●

2 摩耗度の確認

●

3 変形の有無 ●

1 給油の状態確認 ●

5 ｲﾝﾀｰﾛｯｸの状態 ○

1 外観の異常の有無 ●

2 作動の状況

●

ｹｰﾌﾞﾙ貫通部

ｷﾞﾔｹｰｽ

ﾌｯｸ，ｼｰﾌﾞ 1 回転の状態 ○

その他設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

電動式ﾎｲｽﾄ

●

ｼｰﾌﾞ溝 1 摩耗度の確認 ●

ﾌｯｸ，ﾅｯﾄ 1 締付度の確認 ●

ｼｰﾌﾞ 1 損傷の有無 ●

各軸受 1 回転の状態 ●

ｼｰﾌﾞｶﾊﾞｰ 1 損傷の有無

2 油漏れの有無 ●

●

6 乱巻の有無 ○

●

3 ｷﾝｸの有無 ●

4 端末の異常の有無

3 接点の損傷 ●

4 ﾈｼﾞの緩みの有無 ●

1 外観の異常の有無 ●

2 動作確認 ○

3 ﾈｼﾞの緩みの有無 ●

2 ﾈｼﾞの緩みの有無 ●

3 動作確認 ○

1 接点の損傷 ●

1 ﾚﾊﾞｰの動きの確認 ●

○

ｹｰﾌﾞﾙ 1 外傷の有無 ●
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運転中：○　停止時：●　交換：■

2 油漏れはしていないか ●

使用の都度

4 ﾌｨﾙﾀ(ﾀﾝｸ内)は目詰りしていないか

1年 2年

電動式ﾎｲｽﾄ

1 破損はしていないか ●

ﾘﾌﾄﾃｰﾌﾞﾙ本体

３ｹ月６ｹ月

ﾗｲﾝﾌｧﾝ

換気設備

油圧ﾕﾆｯﾄ

巻上減速機

1 各部品の亀裂，破損は無いか ● 使用の都度

2 ﾈｼﾞの緩みの有無 ● 使用の都度

3 軸受部からの異音は無いか ○

異音はしていないか ○ 使用の都度

2 油量は適量か ●

3 油漏れはしていないか ●

1 異常音，異常振動，異常発熱は無 ○

2 電流値 ○

5 異常音，異常振動，異常発熱は無いか ○

●

ﾘﾌﾀ

使用の都度

送風機　(ｼﾛｯｺﾌｧﾝ)

ｽﾌﾟﾗｲﾝ部の異常の有無 ●

ｹｰﾌﾞﾙ滑車 1 ﾈｼﾞの緩みの有無 ●

ｵｲﾙｼｰﾙ 1 損耗の有無 ●

その他設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月

ﾄﾞﾗﾑ 1 摩耗，変形の有無 ●

ﾌﾞﾚｰｷｺｲﾙ 1 絶縁の状況 ●

電動機巻線部 1 絶縁の状況 ●

3 Vﾌﾟｰﾘ固定用ｷｰの緩み，へたり ●

4 防振ｺﾞﾑ，ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞの傷み具合 ●

1 内部の汚れ ●

2 VﾍﾞﾙﾄTOVﾌﾟｰﾘの溝部の摩耗 ●

配管，継手類

1

3 電動機の表面温度 ○

4 ﾈｼﾞの緩みの有無 ●

1 歯車の摩耗度の確認 ●

2

6 電動機の絶縁抵抗測定 ●
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運転中：○　停止時：●　交換：■

管きょ（ﾍｯﾀﾞｰBOX）

ﾍｯﾀﾞｰ

管きょ内に滞水はないか1 ○

4 油漏れはないか ○

ﾛｰﾄﾞﾋｰﾃｨﾝｸﾞ

1 腐食，漏水はないか ○

2 管きょ蓋に破損，腐食はないか ○

機 器 名 称 点　検　個　所 番号 点　検　項　目
点　検　期　間

備　　　考
毎日 毎週１ｹ月３ｹ月６ｹ月 1年 2年

電気回路

外観 1

○

○

冷凍ｻｲｸﾙ

室内送風装置

その他設備 保　守　点　検　リ　ス　ト

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ

3 ｴｱﾌｨﾙﾀの清掃 ●

2 高圧，低圧ｽｲｯﾁ ○

○

3 膨張弁，ﾁｬｯｷ弁 ○

1 電動機 ●

1 圧縮機

1 ｸﾗﾝｸｹｰｽ ●

2 ﾄﾞﾚﾝﾊﾟﾝの清掃 ●

2 軸受 ●

3 Vﾍﾞﾙﾄの張り具合 ●

機器内外

1 ｹｰｼﾝｸﾞ ●

2 気泡及び水分
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本書は、機器類の異常が発生した場合の内容、発生原因、処理及び異常にかかわる注意事項を記載したものとなっている。

機器類の異常に関しては、中央監視盤、ＣＲＴ画面等の異常表示にて確認できる。

また、日常における現場確認も異常を点検する重要な事項となるので、ここでは、異常処理に関する代表的な事例と処理を記載して

いるが、詳細については、別途機器単品取扱説明書の内容も併せて確認すること。

異　常　処　理　説　明　書



1

警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

①

②

①火災を検知した火災検地

①点検、交換

31 T1010B 焼却１号炉主灰切替ＤＢ 火災検地

T1010A31

大粗物の除去。ﾊﾞｰｽｸﾘｰﾝを移
動させて粗物ｺﾝﾃﾅ側へ排出す
る。

①

32 L2010 焼却２号炉主灰シュート 粗物検地 大粗物を検知した ①主灰ｼｭｰﾄ内のｽｸﾘｰﾝ上に
長尺物等の大粗物が詰ま
った。

① ｽｸﾘｰﾝ上に長尺物等の
大粗物が詰まっていな
いか。(ITVより)

現場

①大粗物の除去。ﾊﾞｰｽｸﾘｰﾝを移
動させて粗物ｺﾝﾃﾅ側へ排出す
る。

発生原因内容異常項目異常項目Tag.No
ﾙｰﾌﾟ図
ｼｰﾄNo

確認
場所

ﾀﾞﾝﾊﾟ下段上で燃焼が起
こっていないか。(ITVより)

温度ｽｲｯﾁ(TS1010A)異常

主灰中の未燃物が、温度上
昇した

①

①

②

①

中央

①温度ｽｲｯﾁの作動は正常
か

焼却１号炉主灰切替ＤＡ

温度ｽｲｯﾁの作動は正常
か

ﾀﾞﾝﾊﾟ下段上で燃焼が起
こっていないか。(ITVより)

①

運転
支援

点検、交換

焼却量を一時的に落とし、未燃
物の発生を抑える。

警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

中央

現場

ﾀﾞﾝﾊﾟの動作を速め、未燃物を
焼却灰移送ｺﾝﾍﾞｱへ早く送る。

31 T2010A 焼却２炉主灰切替ＤＡ 火災検地

警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

現場

①主灰中の未燃物が、温度上
昇した

① ﾀﾞﾝﾊﾟ下段上で燃焼が起
こっていないか。(ITVより)

① ﾀﾞﾝﾊﾟの動作を速め、未燃物を
焼却灰移送ｺﾝﾍﾞｱへ早く送る。

②

警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

現場

①主灰中の未燃物が、温度上
昇した

①

焼却量を一時的に落とし、未燃
物の発生を抑える。

②温度ｽｲｯﾁ(TS1010B)異常

火災を検知した

対策処理確認事項

ﾀﾞﾝﾊﾟの動作を速め、未燃物を
焼却灰移送ｺﾝﾍﾞｱへ早く送る。

② 焼却量を一時的に落とし、未燃
物の発生を抑える。

②温度ｽｲｯﾁ(TS2010A)異常

中央

①温度ｽｲｯﾁの作動は正常
か

①点検、交換

31 T3010A 焼却２炉主灰切替ＤＡ 火災検地

31 T2010B 焼却２炉主灰切替ＤＢ 火災検地

火災を検知した

警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

現場

①主灰中の未燃物が、温度上
昇した

① ﾀﾞﾝﾊﾟ下段上で燃焼が起
こっていないか。(ITVより)

① ﾀﾞﾝﾊﾟの動作を速め、未燃物を
焼却灰移送ｺﾝﾍﾞｱへ早く送る。

② 焼却量を一時的に落とし、未燃
物の発生を抑える。

②温度ｽｲｯﾁ(TS2010B)異常

火災を検知した

中央

①温度ｽｲｯﾁの作動は正常
か

①点検、交換

火災を検知した

中央

①温度ｽｲｯﾁの作動は正常
か

①点検、交換

31 T3010B 焼却２炉主灰切替ＤＢ 火災検地

警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

現場

①主灰中の未燃物が、温度上
昇した

① ﾀﾞﾝﾊﾟ下段上で燃焼が起
こっていないか。(ITVより)

① ﾀﾞﾝﾊﾟの動作を速め、未燃物を
焼却灰移送ｺﾝﾍﾞｱへ早く送る。

② 焼却量を一時的に落とし、未燃
物の発生を抑える。

②温度ｽｲｯﾁ(TS3010A)異常

火災を検知した

中央

①温度ｽｲｯﾁの作動は正常
か

①点検、交換

警報リスト　[計装設備／前処理系]

警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

①主灰ｼｭｰﾄ内のｽｸﾘｰﾝ上に
長尺物等の大粗物が詰ま
った。

① ｽｸﾘｰﾝ上に長尺物等の
大粗物が詰まっていな
いか。(ITVより)

大粗物を検知した

現場

32 L1010 焼却１号炉主灰シュート 粗物検地

警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

現場

①主灰中の未燃物が、温度上
昇した

① ﾀﾞﾝﾊﾟ下段上で燃焼が起
こっていないか。(ITVより)

① ﾀﾞﾝﾊﾟの動作を速め、未燃物を
焼却灰移送ｺﾝﾍﾞｱへ早く送る。

② 焼却量を一時的に落とし、未燃
物の発生を抑える。

②温度ｽｲｯﾁ(TS3010B)異常



2

② ①

② ①

② ①

② ①

② ①

② ①

② ①

①

② ①

①

①

①

33a T5201A8 Ａ系焼却灰移送コンベア－８ 火災検地 火災を検知した ① ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより) 中央

①消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。 警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

散水装置の作動は正常か 現場 電磁弁、配管の点検、修理

②測温抵抗体(TE5201A8)異常 ①測温抵抗体の作動は正
常か。 現場

①点検、交換

33a T5201A7 Ａ系焼却灰移送コンベア－７ 火災検地 火災を検知した ① ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより) 中央

①消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。 警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

散水装置の作動は正常か 現場 電磁弁、配管の点検、修理

②測温抵抗体(TE5201A7)異常 ①測温抵抗体の作動は正
常か。 現場

①点検、交換

現場
①点検、交換

①

33a T5201A6 Ａ系焼却灰移送コンベア－６ 火災検地 火災を検知した ① ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより) 中央

①消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。 警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

散水装置の作動は正常か 現場 電磁弁、配管の点検、修理

②測温抵抗体(TE5201A6)異常 ①測温抵抗体の作動は正
常か。 現場

①点検、交換

警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

散水装置の作動は正常か 現場 電磁弁、配管の点検、修理

②測温抵抗体(TE5201A4)異常 ①測温抵抗体の作動は正
常か。 現場

①点検、交換

①

33a T5201A5 Ａ系焼却灰移送コンベア－５ 火災検地 火災を検知した ① ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより) 中央

①消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。 警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

散水装置の作動は正常か 現場 電磁弁、配管の点検、修理

②測温抵抗体(TE5201A5)異常 ①測温抵抗体の作動は正
常か。

測温抵抗体の作動は正
常か。 現場

①点検、交換

①

33 T5201A4 Ａ系焼却灰移送コンベア－４ 火災検地 火災を検知した ① ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより) 中央

①消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。

消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。 警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

散水装置の作動は正常か 現場 電磁弁、配管の点検、修理

②測温抵抗体(TE5201A2)異常 ①測温抵抗体の作動は正
常か。 現場

①点検、交換

①

33 T5201A3 Ａ系焼却灰移送コンベア－３ 火災検地 火災を検知した ① ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより) 中央

①消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。 警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

散水装置の作動は正常か 現場 電磁弁、配管の点検、修理

②測温抵抗体(TE5201A3)異常 ①

33 T5201A2 Ａ系焼却灰移送コンベア－２ 火災検地 火災を検知した ① ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより) 中央

33 T5201A1 Ａ系焼却灰移送コンベア－１ 火災検地 火災を検知した

①

32 L3010 焼却３号炉主灰シュート 粗物検地 大粗物を検知した ①主灰ｼｭｰﾄ内のｽｸﾘｰﾝ上に
長尺物等の大粗物が詰ま
った。

① ｽｸﾘｰﾝ上に長尺物等の
大粗物が詰まっていな
いか。(ITVより)

現場

①大粗物の除去。ﾊﾞｰｽｸﾘｰﾝを移
動させて粗物ｺﾝﾃﾅ側へ排出す
る。

警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

②測温抵抗体(TE5201A1)異常 ①測温抵抗体の作動は正
常か。 現場

①点検、交換

電磁弁、配管の点検、修理

消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。①
中央

散水装置の作動は正常か

ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより)

① ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

現場

警報リスト　[計装設備／前処理系]

運転
支援

ﾙｰﾌﾟ図
ｼｰﾄNo

Tag.No 異常項目 異常項目 内容 発生原因 確認事項
確認
場所

対策処理
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② ①

② ①

② ①

② ①

①

② ①

①

①

①

①

①

①

①33c T5201B7 Ｂ系焼却灰移送コンベア－７ 火災検地 火災を検知した ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより) 中央

①消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。

①

33c

33c T5201B8 Ｂ系焼却灰移送コンベア－８ 火災検地 火災を検知した ① ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより) 中央

①消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。 警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

散水装置の作動は正常か 現場 電磁弁、配管の点検、修理

②測温抵抗体(TE5201B8)異常 ①測温抵抗体の作動は正
常か。 現場

①点検、交換

警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

②測温抵抗体(TE5201B7)異常 ①測温抵抗体の作動は正
常か。 現場

①点検、交換

33c T5201B6 Ｂ系焼却灰移送コンベア－６ 火災検地 火災を検知した ① ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより) 中央

①消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。 警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

散水装置の作動は正常か 現場 電磁弁、配管の点検、修理

②測温抵抗体(TE5201B6)異常 ①測温抵抗体の作動は正
常か。 現場

①電磁弁、配管の点検、修理
現場

T5201B5 Ｂ系焼却灰移送コンベア－５ 火災検地 火災を検知した ① ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより) 中央

①消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。 警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

散水装置の作動は正常か 現場 電磁弁、配管の点検、修理

②測温抵抗体(TE5201B5)異常 ①測温抵抗体の作動は正
常か。 現場

①点検、交換

33b T5201B4 Ｂ系焼却灰移送コンベア－４ 火災検地 火災を検知した ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより) 中央

①消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。 警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

②測温抵抗体(TE5201B4)異常 ①測温抵抗体の作動は正
常か。 現場

①点検、交換

33b T5201B3 Ｂ系焼却灰移送コンベア－３ 火災検地 火災を検知した ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより) 中央

①消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。 警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

②測温抵抗体(TE5201B3)異常 ①測温抵抗体の作動は正
常か。 現場

①点検、交換

現場
①点検、交換

33b T5201B2 Ｂ系焼却灰移送コンベア－２ 火災検地 火災を検知した ① ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより) 中央

①消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。 警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

散水装置の作動は正常か 現場 電磁弁、配管の点検、修理

②測温抵抗体(TE5201B2)異常 ①測温抵抗体の作動は正
常か。 現場

①点検、交換

警報リスト　[計装設備／前処理系]

運転
支援

ﾙｰﾌﾟ図
ｼｰﾄNo

Tag.No 異常項目 異常項目 内容 発生原因 確認事項
確認
場所

対策処理

33b T5201B1 Ｂ系焼却灰移送コンベア－１ 火災検地 火災を検知した ① ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

ｺﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVより) 中央

①消化する。ｺﾝﾍﾞｱ内に散水する。 警報が発生したら、必ず現場
で状況を確認する。

散水装置の作動は正常か 現場 電磁弁、配管の点検、修理

②測温抵抗体(TE5201B1)異常 ①測温抵抗体の作動は正
常か。

②散水装置の作動は正常か

① ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

電磁弁、配管の点検、修理①
現場

散水装置の作動は正常か②

ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

①

電磁弁、配管の点検、修理①
現場

散水装置の作動は正常か②

ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度が上昇した。

①

点検、交換



4

①

②

①

②

②

①

①

② ﾎﾞﾙﾄの緩みはないか。 ①

警報が発生したら、必ず現場で
状況を確認する。

④ 現場 ①点検・交換ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの故障 ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの作動は正常か

ｼﾘﾝﾀﾞ周辺機器の確認

駆動空気圧力を適正にする。①現場空気圧力は正常か。①駆動空気圧力異常①

①現場周辺機器の故障はないか②ｼﾘﾝﾀﾞ周辺機器故障②

ｺｵﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVﾖﾘ)

① ｺﾝﾍﾞｱ内に散水し、消火する。

ｺﾝﾍﾞｱを停止する。

Ａ系焼却灰移送コンベア

点検・交換①現場温度計の作動は正常か①放射温度計(TE5202A)異常②

中央

現場 付着物を除去

共振用ｺｲﾙｽﾌﾟﾘﾝｸﾞが折損
していないか。

① 現場

① ﾄﾗﾌに輸送物が大量に付着し
た。

① 警報が発生したら、必ず現場で
状況を確認する。

ｺｵﾝﾍﾞｱ内で燃焼が発生し
ていないか。(ITVﾖﾘ)

ｺﾝﾍﾞｱ内に散水し、消火する。

ｺﾝﾍﾞｱを停止する。

①

電磁弁・配管の点検・修理①

中央

散水装置の作動は正常か②

ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度上昇した。

①

Ｂ系焼却灰移送コンベア 振動 過振幅を検出した。 ① ﾄﾗﾌに輸送物が大量に付着し
た。

①

点検・交換①

ﾄﾗﾌに焼却灰や異物が付
着
していないか

現場 付着物を除去

② ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞの破損 ①共振用ｺｲﾙｽﾌﾟﾘﾝｸﾞが折損
していないか。

現場 ①点検・交換

現場 増し締め

38 V5201B

③ ﾀﾞｽﾄ等の堆積 ③ ﾀﾞﾝﾊﾟ内にﾀﾞｽﾄの堆積はな
いか

現場 ① ﾀﾞﾝﾊﾟ内部の清掃

警報リスト　[計装設備／前処理系]

運転
支援

ﾙｰﾌﾟ図
ｼｰﾄNo

Tag.No 異常項目 異常項目 内容 発生原因 確認事項
確認
場所

対策処理

ﾀﾞﾝﾊﾟ内にﾀﾞｽﾄの堆積はな
いか

ﾀﾞﾝﾊﾟ内部の清掃①現場③ﾀﾞｽﾄ等の堆積③

ｼﾘﾝﾀﾞがｽﾄﾛｰｸｴﾝﾄﾞに
きても切替わらず、そ
の
まま停止してしまう。

渋滞Ｂ系振分装置－１H5204B46

電磁弁・配管の点検・修理①散水装置の作動は正常か②

ｺﾝﾍﾞｱ中の未燃物が発火し、
温度上昇した。

増し締め①現場ﾎﾞﾙﾄの緩みはないか。②

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞの破損

①

②

振動V5201A38

34 T5202B 火災検地

火災検地T5202A34 火災を検出した

火災を検出した

過振幅を検出した。Ａ系焼却灰移送コンベア

Ｂ系焼却灰移送コンベア

④

渋滞H5204A46 ｼﾘﾝﾀﾞがｽﾄﾛｰｸｴﾝﾄﾞに
きても切替わらず、そ
の
まま停止してしまう。

Ａ系振分装置－１ 警報が発生したら、必ず現場で
状況を確認する。

警報が発生したら、必ず現場で
状況を確認する。

点検・交換①現場温度計の作動は正常か①放射温度計(TE5202B)異常

駆動空気圧力を適正にする。①現場空気圧力は正常か。①駆動空気圧力異常①

ｼﾘﾝﾀﾞ周辺機器の確認①現場周辺機器の故障はないか②ｼﾘﾝﾀﾞ周辺機器故障②

警報が発生したら、必ず現場で
状況を確認する。

点検・交換①現場ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの作動は正常か④ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの故障④

警報が発生したら、必ず現場で
状況を確認する。

ﾄﾗﾌに焼却灰や異物が付
着
していないか
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②

① ①

⑤横行時・走行時位置合わせﾘﾄ
ﾗｲｵｰﾊﾞｰ

① 横行ﾌﾞﾚｰｷ・走行ﾌﾞﾚｰｷの
緩みはないか

現場 ① ﾌﾞﾚｰｷの点検・修理

①

①

①操作盤の「故障復帰」釦を押す②横行・走行・巻上ｲﾝﾊﾞｰﾀの異
常

① ｲﾝﾊﾞｰﾀﾆ異常はないか｡ 現場

③横行・走行・巻下・巻上極限
ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ検知

ｸﾚｰﾝの可動範囲は正常
か

現場

④操作室衝突防止検知 ① ｸﾚｰﾝｶが操作室に近寄り
過ぎていないか。

現場 ①操作盤の「故障復帰」釦を押す

CRT・操作盤の「故障復帰」釦を
押し、手動によりｸﾚｰﾝをﾋﾟｯﾄ中
央まで移動する。(横行・走行)

①

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ位置確認

警報リスト　[計装設備／前処理系]

運転
支援

ﾙｰﾌﾟ図
ｼｰﾄNo

Tag.No 異常項目 異常項目 内容 発生原因 確認事項
確認
場所

対策処理

ﾌﾞﾚｰｶのﾚﾊﾞｰを一度「OFF」にし
て「ON」にする。

② 乱巻きは復旧されているか。現場乱巻き復旧不能

現場 点検・修理

ﾚｰﾙに誇り等が積もってい
ないか

ﾊﾟﾙｽによる位置合わせのﾀｲ
ﾑ
ｵｰﾊﾞｰ

② 現場

手動にて乱巻きが復旧するまで
巻下げる。

①

①

手動にて格納位置まで移動し
温度を冷やす。

①現場

点検・除去①現場

点検・修理①現場検知器の異常はないか。①着床検知異常
⑧

⑮

② ﾊﾞｹｯﾄに大きな付着物が
ないか

⑯横行・走行・巻ﾊﾟﾙｽ渋滞

掴み直しﾄﾗｲｵｰﾊﾞｰ ① ﾊﾞｹｯﾄに大きな付着物が
ないか

現場 点検・除去⑰

① ﾋﾟｯﾄ内ﾚﾍﾞﾙの再設定現場

手動にて格納位置まで移動し
温度を冷やす。

①現場バケットの油音は正常か。ﾊﾞｹｯﾄの油温が上昇した。①

清掃①

ﾌﾞﾚｰｷﾉ緩みはないか。⑦

油糧の上昇はないか①

①

⑫

⑩

⑨

①

横行・走行時着床検知

地切り後にﾊﾞｹｯﾄが転倒した。 ① ﾊﾞｹｯﾄが転倒していないか。現場 手動でﾊﾞｹｯﾄを開き、上限付近ま
で移動させる。

ﾌﾞﾚｰｶﾄﾘｯﾌﾟ ② ﾌﾞﾚｰｶﾄﾘｯﾌﾟしていないか 現場

517 UK5230 焼却灰クレーン 一括故障 一括故障信号が発生
した

操作盤の「故障復帰」釦を押す。

点検・除去①現場ﾚｰﾙに障害物がないか。①

点検・修理①現場荷重計の作動は正常か。①荷重計異常
⑭

点検・修理①
現場

ｶﾚﾝﾄｾﾝｻの故障はないか。②

一定時間バケットの開閉を行
っても開閉端を検知しない。

⑥

⑪

①現場ｲﾝﾊﾞｰﾀﾄﾘｯﾌﾟしていないか。①ｲﾝﾊﾞｰﾀﾄﾘｯﾌﾟ
⑬

ｻｰﾏﾙのﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁを押す。①現場過負荷を起こしていないか。①過負荷

ﾊﾞｹｯﾄは着床していないか①
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① ①

①

②

① ①

①

②

①

②

①

②

⑱

⑲禁止ｴﾘｱに侵入 ① ﾎｯﾊﾟﾌﾛｱのﾄﾞｱが開いてい
ないか

現場 開いているﾄﾞｱを閉める。

横行・走行・巻ｵｰﾊﾞｰﾗﾝ

揺れを止める。

点検・除去ﾌﾞﾚｰｷの緩みはないか。

② ﾊﾞｹｯﾄが大きく揺れていな
いか

現場 点検・修理

確認事項
確認
場所

対策処理

ﾌﾞﾚｰｷの点検・修理現場① ﾊﾞｹｯﾄがずれ落ちてないか上限リミットｽｲｯﾁ検知異常21

警報リスト　[計装設備／前処理系]

運転
支援

ﾙｰﾌﾟ図
ｼｰﾄNo

Tag.No 異常項目 異常項目 内容 発生原因

点検・復旧
22 ﾎｯﾊﾟ位置検出ずれ ﾎｯﾊﾟ上のﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの点検

手動でﾋﾟｯﾄの端から端まで往復
させてから再起動

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁのずれはないか① 現場

UK5230 現場

ﾌﾞﾚｰｷの点検・除去

揺れを止める。

点検・修理現場

現場ﾌﾞﾚｰｷの緩みはないか。

ﾊﾞｹｯﾄが大きく揺れていな
いか

②

ﾋﾟｯﾄ壁極限⑳

517 一括故障信号が発生
した

焼却灰クレーン 一括故障

①
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① ① ①

② ② ①

④ ④ ①

①

①

① ①

② ①

② ① ①

③ ① 現場 ①

① ①

② ①

② ① ①

①

②

② ﾌﾟﾗﾝﾄ用水受水槽ﾚﾍﾞﾙ確認 ①

異常項目 異常項目 内容 発生原因 確認事項
確認
場所

対策処理
運転
支援

ﾙｰﾌﾟ図
ｼｰﾄNo

Tag.No

警報リスト　[計装設備／前処理系／給排水設備系]

警報が発生したら、必ず現場で
状況を確認する。現場

③ ﾀﾞｽﾄ等の堆積 ③ ﾀﾞﾝﾊﾟ内にﾀﾞｽﾄの堆積はな
いか

現場 ① ﾀﾞﾝﾊﾟ内部の清掃

現場

49 H5274 集じん器下ダスト切替装置 渋滞 ｼﾘﾝﾀﾞがｽﾄﾛｰｸｴﾝﾄﾞに
きても切替わらず、そ
の
まま停止してしまう。

駆動空気圧力異常 空気圧力は正常か。 現場

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの故障 点検・交換ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの作動は正常か

周辺機器の故障はないか

警報が発生したら、必ず現場で
状況を確認する。

③ ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ（OD5202A）の作動
不良

③ ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの作動は正常
か

現場 ①点検・修理または交換

ｺﾝﾍﾞｱｼｭｰﾄ部（焼却灰ｺﾝ
ﾍﾞ
ｱ受口）に長尺物の詰りは
ないか。

現場①過大物（長尺物）の詰り①

長尺物の除去②

44 005202A Ａ系焼却灰移送コンベア 過大物 過大物警報が発生し
た。

ｺﾝﾍﾞｱｼｭｰﾄ部（焼却灰ｺﾝ
ﾍﾞｱ受口）に長尺物の詰り
はないか。

現場 A系停止、B系に切り替える 警報が発生したら、必ず現場で
状況を確認する。②長尺物の除去

③ ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ（OD5202B）の作動
不良

③ ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの作動は正常
か

現場 ①点検・修理または交換

44 005202B Ｂ系焼却灰移送コンベア 過大物 過大物警報が発生し
た。

①過大物（長尺物）の詰り ①

警報が発生したら、必ず現場で
状況を確認する。

① ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁ（LS5425）不良 ①貯槽ﾚﾍﾞﾙを確認 中央
現場

① ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁの点検・修理・交換

槽ﾚﾍﾞﾙ　550mm下下限再使用水槽L5425130

④ 市水断水

中央

現場

ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁの点検・修理・交換

①配管、貯槽等からの漏れ③

流量計（FQ4403）確認 復旧まち

復旧まちﾒｰﾀ確認

点検・修理①現場出入口弁、副弁の開度①

① ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁ（LS5426）不良 ①貯槽ﾚﾍﾞﾙを確認 中央
現場

① ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁの点検・修理・交換

L5427131

点検・修理または交換

配管、貯槽等からの漏れ

ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ不良

槽ﾚﾍﾞﾙ　566mm下下限ﾌﾟﾗﾝﾄ用水高架ﾀﾝｸ

警報が発生したら、必ず現場で
状況を確認する。

出入口弁、副弁の開度 現場

④市水断水

中央

現場

130 L5426 ﾌﾟﾗﾝﾄ用水受水槽 下下限 槽ﾚﾍﾞﾙ　1,000mm

点検・修理

① ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁ（LS5427）不良 ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁの点検・修理・交換

130 L5426 ﾌﾟﾗﾝﾄ用水受水槽 上上限 槽ﾚﾍﾞﾙ　7,100mm ① ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁ（LS5426）不良 ①

現場 点検・修理または交換①出入口弁、副弁の開度①ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ弁不良②

漏れ状況を確認

中央

貯槽ﾚﾍﾞﾙを確認 中央
現場

① ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁの点検・修理・交換

出入口弁、副弁の開度 現場

点検・修理①現場

ｼﾘﾝﾀﾞ周辺機器故障

①中央
現場

貯槽ﾚﾍﾞﾙを確認①ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁ（LS5425）不良①

A系停止、B系に切り替える

駆動空気圧力を適正にする。

ｼﾘﾝﾀﾞ周辺機器の確認

水槽ﾚﾍﾞﾙを適正にする。

①貯槽ﾚﾍﾞﾙを確認 中央
現場

①

槽ﾚﾍﾞﾙ　2,720mm上上限再使用水槽L5425130

警報が発生したら、必ず現場で
状況を確認する。

点検・修理①現場③

ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ弁不良

流量計（FQ4403）確認

ﾒｰﾀ確認

ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ不良②

漏れ状況を確認

復旧まち

復旧まち

点検・修理

予備機に切替

点検・修理

現場出口圧力確認①機器冷却水ﾎﾟﾝﾌﾟ故障②

配管からの漏れはないか①配管、弁等からの漏れ
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② ② ①

① 現場 ①

② 現場 ①

①

②

① ①

②

① ①

①

②

①

②

① ①

①

②

① ①

②

警報リスト　[計装設備／給排水設備系]

運転
支援

ﾙｰﾌﾟ図
ｼｰﾄNo

Tag.No 異常項目 異常項目 内容 発生原因 確認事項
確認
場所

対策処理

中央
現場

水槽、配管等からの漏れ
はないか

出口圧力は適正か

②汚水処理設備（焼却棟）受入
不可

①汚水処理設備の受入は可
能か

中央
現場

現場

現場

水槽、配管等からの漏れは

床洗浄汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ故障（停止
しない）

②

床洗浄水の貯留量が減少した① 槽ﾚﾍﾞﾙの確認

ﾎﾟﾝﾌﾟは停止しているか

132 上上限

点検・修理・清掃①現場配管の閉塞はないか①配管等の閉塞③

槽ﾚﾍﾞﾙ　2,531mm上上限ﾌﾟﾗﾝﾄ用水高架ﾀﾝｸL5427131

中央
現場

①

③

槽ﾚﾍﾞﾙ　1,450mm上上限

ﾚﾍﾞﾙ計（LS5504）不良③

①灰汚水ポンプ故障 中央
現場

予備機運転

点検・修理

②汚水処理設備（焼却棟）受入
不可

①

②

灰汚水の貯留量が減少した①

①点検・修理

灰汚水ﾎﾟﾝﾌﾟを停止する。現場

現場

排水調整槽ﾚﾍﾞﾙを適正にする①

予備機運転

点検・修理

132 L5504 灰汚水槽 下下限 槽ﾚﾍﾞﾙ　300mm 槽ﾚﾍﾞﾙの確認

②灰汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ故障（停止しな
い）

① ﾎﾟﾝﾌﾟは停止しているか

①槽ﾚﾍﾞﾙの確認 中央
現場

① ﾚﾍﾞﾙ計の点検・修理・交換

①排水調整槽ﾚﾍﾞﾙを適正にする

①生活排水ポンプ故障 出口圧力は適正か 中央
現場

③ ①現場ﾚﾍﾞﾙ計は正常か①ﾚﾍﾞﾙ計（LS5505）不良

①汚水処理設備の受入は可
能か

133 L5505 生活排水槽 下下限 槽ﾚﾍﾞﾙ　550mm ① 生活排水の貯留量が減少した 槽ﾚﾍﾞﾙの確認 現場 生活排水ﾎﾟﾝﾌﾟを停止する。

②水槽、配管等からの漏れ
はないか

現場 ①点検・修理

②生活排水ﾎﾟﾝﾌﾟ故障（停止しな
い）

① ﾎﾟﾝﾌﾟは停止しているか 中央
現場

③

現場汚水処理設備（焼却棟）受入
不可

生活排水槽L5505133

現場 ①排水調整槽ﾚﾍﾞﾙを適正にする

灰汚水槽L5504

ﾚﾍﾞﾙ計の点検・修理・交換①現場ﾚﾍﾞﾙ計は正常か①ﾚﾍﾞﾙ計（LS5504）不良③

① ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁ（LS5427）不良 貯槽ﾚﾍﾞﾙを確認① ① ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁの点検・修理・交換

弁を開ける

ﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁの点検・修理・交換

点検・修理

出口側の弁が閉になっている 弁は閉じていないか

ﾎﾟﾝﾌﾟの点検（電気系統を含む）

ﾎﾟﾝﾌﾟを停止する

ﾚﾍﾞﾙ計の点検・修理・交換①ﾚﾍﾞﾙ計は正常か①ﾚﾍﾞﾙ計（LS5502）不良

汚水処理設備の受入は可
能か

ﾎﾟﾝﾌﾟを停止する

ﾎﾟﾝﾌﾟの点検（電気系統を含む）

現場

槽ﾚﾍﾞﾙ　1,300mm

ﾚﾍﾞﾙ計の点検・修理・交換①中央
現場

槽ﾚﾍﾞﾙの確認①

①床洗浄ポンプ故障床洗浄汚水槽L5502132

ﾚﾍﾞﾙ計の点検・修理・交換①槽ﾚﾍﾞﾙの確認①ﾚﾍﾞﾙ計（LS5502）不良③

槽ﾚﾍﾞﾙ　450mm下下限床洗浄汚水槽L5502132

槽ﾚﾍﾞﾙ　2,500mm上上限

ﾚﾍﾞﾙ計の点検・修理・交換

ﾎﾟﾝﾌﾟの点検（電気系統を含む）

ﾎﾟﾝﾌﾟを停止する

出口圧力は適正か①

ﾚﾍﾞﾙ計（LS5505）不良

予備機運転

点検・修理

②
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① ① ①

①

②

② ①

④ ① 現
場

①

① ① ①

①

② ①

④ ① ①

① ① ①

①

②

② ①

④ ① 現
場

①

① ① ①

①

② ①

④ ① ①

③

④

② ①

③ ①

異常項目 内容 発生原因 確認事項
確認
場所

対策処理

警報リスト　[計装設備／圧縮空気系]

運転
支援

ﾙｰﾌﾟ図
ｼｰﾄNo

Tag.No 異常項目

予備機は起動しているか

補給弁の点検・修理

165 P5703 計装空気圧力 下限 槽圧力　0.55MPa 圧力ｽｲｯﾁ（PS5703）不良 圧力ｽｲｯﾁは正常か 現場 点検・修理

② ﾓｰﾀ弁（PV5703A，PV5703B）
及び前後弁が閉になってい
る。

① 弁は開いているか 現場 弁を開にする。

165 P5703 計装空気圧力 下下限 槽圧力　0.5MPa 圧力ｽｲｯﾁ（PS5703）不良 圧力ｽｲｯﾁは正常か 現場 点検・修理

②計装用空気補給弁（PV5705、
PV5707B）及び前後弁が閉に
なっている。

① 弁は開いているか 現場 弁を開にする。

②

③計装用空気圧縮機故障 ①

計装用空気圧縮機故障③

中央

現場

配管からの漏れはないか配管等からの空気漏れ 点検・修理

①点検・修理

予備機を追起動する。

167 P5707 雑用空気圧力 下限 槽圧力　0.55MPa 圧力ｽｲｯﾁ（PS5707）不良 圧力ｽｲｯﾁは正常か 現場

計装用空気圧縮の作動は
正常か

現場 ①点検・修理

予備機は起動しているか 中央 予備機を追起動する。

配管等からの空気漏れ 配管からの漏れはないか 点検・修理現場

167 P5707 雑用空気圧力 下下限 槽圧力　0.5MPa 圧力ｽｲｯﾁ（PS5707）不良 圧力ｽｲｯﾁは正常か 現場

点検・修理

② ﾓｰﾀ弁（PV5707A，PV5707B）
及び前後弁が閉になってい
る。

① 弁は開いているか 現場 弁を開にする。

補給弁の点検・修理

③雑用空気圧縮機故障 ①雑用空気圧縮の作動は正
常か

現場 ①点検・修理

予備機は起動しているか 中央 予備機を追起動する。

配管等からの空気漏れ 配管からの漏れはないか 点検・修理

点検・修理

②計装用空気補給弁（PV5707、
PV5707B）及び前後弁が閉に
なっている。

① 弁は開いているか 現場 弁を開にする。

③計装用空気圧縮機故障 ①計装用空気圧縮の作動は
正常か

現場 ①点検・修理

予備機は起動しているか 中央 予備機を追起動する。

配管等からの空気漏れ 配管からの漏れはないか 現場 点検・修理

補給弁の点検・修理

吐出圧力が異常に上昇し
ていないか

②

圧縮機が異常により停
止した。

MCBﾄﾘｯﾌﾟNo1雑用空気圧縮機ZCYA254

現場圧縮機本体に異常はないか 点検・修理

①電圧の低下等電源側の異
常はないか

ｵｲﾙｸｰﾗの清掃①現場ｵｲﾙｸｰﾗの汚れはないか④

点検・修理

①設定値、圧力調整弁の調整

主ﾓｰﾀの異常はないか

①

点検・修理または取替現場

吐出温度上昇（98℃以上） 現場①周囲温度は高くないか

②

過負荷 ①

現場

現場

現場

①周囲温度40℃以下になる様に
換気する。

潤滑油を補給する。油面の低下はないか

温度調節弁の作動は正常か

現場

②

補給弁の点検・修理

計装用空気圧縮の作動は
正常か

①

点検・修理（電気系統を含む）



①

⑥ ｵｲﾙﾌｨﾙﾀの汚れはないか ①

⑦ ﾄﾞﾗｲﾔｰの異常はないか ①

④ ① ①

①

②

③

④

② ①

④ ①

①

⑥ ｵｲﾙﾌｨﾙﾀの汚れはないか ①

⑦ ﾄﾞﾗｲﾔｰの異常はないか ①

④ ① ①

①

②

②

③ ①

①

②

ﾙｰﾌﾟ図
ｼｰﾄNo

Tag.No 異常項目 異常項目 内容

②吐出温度上昇（98℃以上）

現場

現場

冷却水温度を32℃以下とする。ｵｲﾙｸｰﾗ・ｱﾌﾀｸｰﾗの冷却
水温度は高くないか、また
冷却水量は十分か

⑤

発生原因 確認事項
確認
場所

対策処理

警報リスト　[計装設備／圧縮空気系]

運転
支援

MCCのﾌﾞﾚｰｶが落ちてい
ないか

①MCCのﾌﾞﾚｰｶが落ちた③

温度計確認

254 ZCYA No1雑用空気圧縮機 MCBﾄﾘｯﾌﾟ 圧縮機が異常により停
止した。

ｻｰﾓｽﾀｯﾄ作動 現場

ｵｲﾙﾌｨﾙﾀを交換する。

点検・修理

点検・修理

現場

MCCのﾌﾞﾚｰｶを入れる①中央

漏電により停止した漏電No1雑用空気圧縮機ZCYA254 現場漏電① ①盤内等電気系統に異常は
ないか

⑤

③ MCCのﾌﾞﾚｰｶが落ちた ①

ｻｰﾓｽﾀｯﾄ作動

主ﾓｰﾀの異常はないか 現場 点検・修理（電気系統を含む）

圧縮機本体に異常はないか現場 点検・修理

①周囲温度は高くないか 現場 ①周囲温度40℃以下になる様に
換気する。

油面の低下はないか 現場 潤滑油を補給する。

ｵｲﾙｸｰﾗの汚れはないか 現場 ｵｲﾙｸｰﾗの清掃

電圧の低下等電源側の異
常はないか

現場 ①

②吐出圧力が異常に上昇し
ていないか

現場

①254 ZCYB No2雑用空気圧縮機 MCBﾄﾘｯﾌﾟ 圧縮機が異常により停
止した。

吐出温度上昇（98℃以上）②

点検・修理

設定値、圧力調整弁の調整①

254 ZCYB No2雑用空気圧縮機 漏電 漏電により停止した ①漏電 ①

ｵｲﾙｸｰﾗ・ｱﾌﾀｸｰﾗの冷却
水温度は高くないか、また
冷却水量は十分か

現場 冷却水温度を32℃以下とする。

② 冷却水量を確保する。

現場 ｵｲﾙﾌｨﾙﾀを交換する。

現場 点検・修理

MCCのﾌﾞﾚｰｶが落ちてい
ないか

254 ZCDY 雑用空気除湿器 漏電 漏電により停止した。 ② 漏電 ①盤内等電気系統に異常は
ないか

現場

吐出圧力が異常に上昇し
ていないか。

④除湿機本体に異常はない
か

MCCのﾌﾞﾚｰｶが落ちてい
ないか

①②

254 ZCDY 雑用空気除湿器 MCBﾄﾘｯﾌﾟ 除湿機が異常により停
止した。

過負荷①

モータの異常はないか

現場

現場

現場

電圧の低下等、電源側の
異常はないか

現場① 点検・補修①

中央

点検・補修

部品交換

MCCのﾌﾞﾚｰｶを入れる①

点検・修理①

点検・修理（絶縁抵抗の測定等）

設定値、圧力調節弁の調整①

部品交換

MCCのﾌﾞﾚｰｶを入れる

温度計確認 現場 点検・修理

冷却水量を確保する。②

中央 ①

過負荷 ①

部品交換

点検・補修

10

MCCのﾌﾞﾚｰｶが落ちた

点検・修理または取替①現場温度調節弁の作動は正常か③

盤内等電気系統に異常は
ないか

現場 点検・補修



① ①

② ①

③ ①

④ ①

① ①

② ①

③ ①

④ ①

① ①

② ①

③ ①

④ ①

① ①

② ①

③ ①

④ ①

① ①

② ①

③ ①

④ ①

① ①

② ①

③ ①

④ ①

① ①

② ①

③ ①

④ ①

① ①

② ①

③ ①

④ ①

運転
支援

ﾙｰﾌﾟ図
ｼｰﾄNo

Tag.No 異常項目 異常項目 内容 発生原因 確認事項
確認
場所

対策処理

292 M6512-2 機器冷却水冷却塔－２ 故障 故障警報が発生した。 ①電動機過電流
（ﾓｰﾀﾏﾙﾁﾘﾚｰ（MMRy）作動）

現場

現場

現場

現場

電圧調整

電圧調整

現場

現場

現場

現場

292 M6512-1 機器冷却水冷却塔－１ 故障 故障警報が発生した。 ①電動機過電流
（ﾓｰﾀﾏﾙﾁﾘﾚｰ（MMRy）作動）

送風機軸受の故障

電動機の故障はないか

風量の過大はないか

電圧の低下はないか

軸受の交換

修理または交換

電動機過電流
（ﾓｰﾀﾏﾙﾁﾘﾚｰ（MMRy）作動）

現場

現場

現場

現場

292 M6512-3 機器冷却水冷却塔－３ 故障 故障警報が発生した。 ①電動機過電流
（ﾓｰﾀﾏﾙﾁﾘﾚｰ（MMRy）作動）

現場

現場

現場

現場

292 M6512-7 機器冷却水冷却塔－７ 故障 故障警報が発生した。 ①電動機過電流
（ﾓｰﾀﾏﾙﾁﾘﾚｰ（MMRy）作動）

現場

現場

現場

現場

292 M6512-6 機器冷却水冷却塔－６ 故障 故障警報が発生した。 ①電動機過電流
（ﾓｰﾀﾏﾙﾁﾘﾚｰ（MMRy）作動）

現場

現場

現場

現場

送風機軸受の故障

電動機の故障はないか

風量の過大はないか

電圧の低下はないか

送風機軸受の故障

電動機の故障はないか

警報リスト　[動力設備／Ｎｏ１共通非常用動力制御盤]

292 M6512-8 機器冷却水冷却塔－８ 故障 故障警報が発生した。 ①電動機過電流
（ﾓｰﾀﾏﾙﾁﾘﾚｰ（MMRy）作動）

292 M6512-5 機器冷却水冷却塔－５ 故障 故障警報が発生した。 ①電動機過電流
（ﾓｰﾀﾏﾙﾁﾘﾚｰ（MMRy）作動）

292 M6512-4 機器冷却水冷却塔－４ 故障 故障警報が発生した。 ①

送風機の修理・再調整

修理または交換

軸受の交換送風機軸受の故障

電動機の故障はないか

風量の過大はないか

電圧の低下はないか 現場

現場

現場

現場

送風機軸受の故障

電動機の故障はないか

風量の過大はないか

電圧の低下はないか

送風機軸受の故障

電動機の故障はないか

風量の過大はないか

電圧の低下はないか

送風機軸受の故障

軸受の交換

修理または交換

送風機の修理・再調整

電圧調整

軸受の交換

修理または交換

現場

現場

現場

現場

送風機の修理・再調整

電圧調整

送風機の修理・再調整

軸受の交換

修理または交換

送風機の修理・再調整

送風機軸受の故障

電動機の故障はないか

風量の過大はないか

電圧の低下はないか

電動機の故障はないか

風量の過大はないか

電圧の低下はないか

修理または交換

送風機の修理・再調整

電圧調整

電圧の低下はないか
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軸受の交換

風量の過大はないか

電圧調整

送風機の修理・再調整

修理または交換

軸受の交換

電圧調整

軸受の交換

修理または交換

送風機の修理・再調整

電圧調整



② ①

①

②

③

①

②逆止弁に摩耗はないか ①

①

②

③

①

②逆止弁に摩耗はないか ①

①

②

③

①

警報リスト　[動力設備／Ｎｏ１共通非常用動力制御盤]

運転
支援

ﾙｰﾌﾟ図
ｼｰﾄNo

Tag.No 異常項目 異常項目 内容 発生原因

③

分解後異物の除去①現場ﾎﾟﾝﾌﾟ内に異物の噛み込み
はないか

④

確認事項
確認
場所

対策処理

294 M6513-1 Ｎｏ１機器冷却水揚水ポンプ 故障 故障警報が発生した。 ①電動機過負荷
（ﾓｰﾀﾏﾙﾁﾘﾚｰ（MMRy）作動）

現場

①吐出量が定格より著しく過
大となっていないか

吐出弁を絞って流量調整①現場

⑤

逆止弁に摩耗はないか 摩耗部分を交換

点検・修理

294 M6513-2 Ｎｏ２機器冷却水揚水ポンプ 故障 故障警報が発生した。 ①電動機過負荷
（ﾓｰﾀﾏﾙﾁﾘﾚｰ（MMRy）作動）

① 吐出量が定格より著しく過
大となっていないか

現場 ①吐出弁を絞って流量調整

現場

③回転数が課題となっていな
いか

現場

電源の調整

点検・修理

摩耗部分を交換

294 M6513-3 Ｎｏ３機器冷却水揚水ポンプ 故障 故障警報が発生した。 ①電動機過負荷
（ﾓｰﾀﾏﾙﾁﾘﾚｰ（MMRy）作動）

①

④

電動機の交換

④ ﾎﾟﾝﾌﾟ内に異物の噛み込み
はないか

現場 ①分解後異物の除去

⑤ ﾎﾟﾝﾌﾟの凍結はないか 現場

②寒冷期には、ﾎﾟﾝﾌﾟ停止の際水
抜きをしてﾎﾟﾝﾌﾟ内を空にする。

ﾎﾟﾝﾌﾟ内に異物の噛み込み
はないか

現場 ①分解後異物の除去

⑤ ﾎﾟﾝﾌﾟの凍結はないか 現場

②寒冷期には、ﾎﾟﾝﾌﾟ停止の際水
抜きをしてﾎﾟﾝﾌﾟ内を空にする。

吐出量が定格より著しく過
大となっていないか

現場 ①吐出弁を絞って流量調整

現場

③回転数が課題となっていな
いか

現場

電源の調整

電動機の交換

点検・修理

摩耗部分を交換

②寒冷期には、ﾎﾟﾝﾌﾟ停止の際水
抜きをしてﾎﾟﾝﾌﾟ内を空にする。

現場ﾎﾟﾝﾌﾟの凍結はないか

電動機の交換

電源の調整

現場回転数が課題となっていな
いか
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②逆止弁に摩耗はないか ①

①

②

③

①

②逆止弁に摩耗はないか ①

①

②

③

①

②逆止弁に摩耗はないか ①

①

②

③

①

吐出量が定格より著しく過
大となっていないか

現場 ①吐出弁を絞って流量調整

現場

警報リスト　[動力設備／Ｎｏ１共通非常用動力制御盤]

運転
支援

ﾙｰﾌﾟ図
ｼｰﾄNo

Tag.No 異常項目 異常項目 内容 発生原因 確認事項
確認
場所

③  回転数が課題となっていないか現場

電源の調整

電動機の交換

点検・修理

摩耗部分を交換

295 M6515-1 Ｎｏ１機器冷却水ポンプ 故障 故障警報が発生した。 ①電動機過負荷
（ﾓｰﾀﾏﾙﾁﾘﾚｰ（MMRy）作動）

①

④

対策処理

295 M6515-2 Ｎｏ２機器冷却水ポンプ 故障 故障警報が発生した。 ①電動機過負荷
（ﾓｰﾀﾏﾙﾁﾘﾚｰ（MMRy）作動）

①

④

ﾎﾟﾝﾌﾟ内に異物の噛み込み
はないか

現場 ①分解後異物の除去

⑤ ﾎﾟﾝﾌﾟの凍結はないか 現場

②寒冷期には、ﾎﾟﾝﾌﾟ停止の際水
抜きをしてﾎﾟﾝﾌﾟ内を空にする。

ﾎﾟﾝﾌﾟ内に異物の噛み込み
はないか

現場 ①分解後異物の除去

⑤ ﾎﾟﾝﾌﾟの凍結はないか 現場

②寒冷期には、ﾎﾟﾝﾌﾟ停止の際水
抜きをしてﾎﾟﾝﾌﾟ内を空にする。

吐出量が定格より著しく過
大となっていないか

現場 ①吐出弁を絞って流量調整

現場

③  回転数が課題となっていないか現場

電源の調整

電動機の交換

点検・修理

摩耗部分を交換

吐出量が定格より著しく過
大となっていないか

現場 ①吐出弁を絞って流量調整

現場

③  回転数が課題となっていないか現場

電源の調整

電動機の交換

点検・修理

摩耗部分を交換

295 M6515-3 Ｎｏ３機器冷却水ポンプ 故障 故障警報が発生した。 ①電動機過負荷
（ﾓｰﾀﾏﾙﾁﾘﾚｰ（MMRy）作動）

①

④ ﾎﾟﾝﾌﾟ内に異物の噛み込み
はないか

現場 ①分解後異物の除去

⑤ ﾎﾟﾝﾌﾟの凍結はないか 現場

②寒冷期には、ﾎﾟﾝﾌﾟ停止の際水
抜きをしてﾎﾟﾝﾌﾟ内を空にする。
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②逆止弁に摩耗はないか ①

①

②

③

①

①

②

③ ①

④ ①

①

②

③ ①

④ ①

①

②

③ ①

④ ①

①

②

③ ①

④ ①

①

現場

警報リスト　[装置／制御盤]

運転
支援

ﾙｰﾌﾟ図
ｼｰﾄNo

Tag.No 異常項目 異常項目 内容 発生原因 確認事項

電気系統のP点検

制御盤表示灯表示を確認①

機器中の異物・堆積物の除去

点検・修理

電気系統のP点検

確認
場所

対策処理

①現場制御盤にて故障警報
の出ている機器は何か

現場 ①制御盤表示灯表示を確認

①

④ ﾎﾟﾝﾌﾟ内に異物の噛み込み
はないか

現場 ①分解後異物の除去

吐出量が定格より著しく過
大となっていないか

現場

機器の故障①

機器の故障①混練系統一括故障②

未処理飛灰供給系
統一括重故障

①

ﾌﾞﾚｰｶのﾄﾘｯﾌﾟ

ｻｰﾏﾙﾘﾚｰﾉﾄﾘｯﾌﾟ

ﾌﾞﾚｰｶのﾄﾘｯﾌﾟ

ｻｰﾏﾙﾘﾚｰﾉﾄﾘｯﾌﾟ

現場

現場

現場モータの過負荷はないか②

②

現場

③  回転数が課題となっていないか現場

①機器はすべて停止したか 中央

②機器、配管等からの薬品
の漏れはないか

④混練系統一括故障 ①

モータの過負荷はないか 現場

現場

現場

機器の故障 ①現場制御盤にて故障警報
の出ている機器は何か

現場

②モータの過負荷はないか 現場

現場

現場

③未処理飛灰供給系
統一括重故障

①機器の故障 ①現場制御盤にて故障警報
の出ている機器は何か

現場

②モータの過負荷はないか 現場

ﾌﾞﾚｰｶのﾄﾘｯﾌﾟ

ｻｰﾏﾙﾘﾚｰﾉﾄﾘｯﾌﾟ

ﾌﾞﾚｰｶのﾄﾘｯﾌﾟ

薬剤、ﾀﾞｽﾄ中成分の不測の
合成

①①危険ｶﾞｽ(有害ｶﾞｽ）を
検知した。

危険ｶﾞｽ
検知

飛灰混練装置制御盤ASP509

509 ASP 飛灰混練装置制御盤 一括故障

現場

現場

電気系統の点検

電気系統の点検

Ｎｏ４機器冷却水ポンプM6515-4295

電気系統のP点検

制御盤表示灯表示を確認①

電気系統の点検

電気系統の点検

集じん灰処理装置を停止①

点検・修理

点検・修理①

機器中の異物・堆積物の除去

電気系統の点検

電気系統の点検

制御盤表示灯表示を確認①

電気系統のP点検

機器中の異物・堆積物の除去

電気系統の点検

電気系統の点検

ｻｰﾏﾙﾘﾚｰﾉﾄﾘｯﾌﾟ

① 現場制御盤にて故障警報
の出ている機器は何か

①吐出弁を絞って流量調整

電源の調整

電動機の交換

摩耗部分を交換

機器中の異物・堆積物の除去
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校正②

ｶﾞｽ検知器の作動は正常か③

現場

電動機過負荷
（ﾓｰﾀﾏﾙﾁﾘﾚｰ（MMRy）作動）

①故障警報が発生した。故障

寒冷期には、ﾎﾟﾝﾌﾟ停止の際水
抜きをしてﾎﾟﾝﾌﾟ内を空にする。

②

現場ﾎﾟﾝﾌﾟの凍結はないか⑤



①各回路の絶縁測定

② ① ①

① ①原因調査後ｻｰﾏﾙﾘﾚｰをﾘｾｯﾄ

②

⑦ ① ①

⑧ ① 現場 ①

①

②

ﾙｰﾌﾟ図
ｼｰﾄNo

Tag.No 異常項目 異常項目 内容 発生原因 確認事項
確認
場所

警報リスト　[装置／制御盤]

対策処理
運転
支援

故障復帰押釦を押す。①遠心力ｽｲｯﾁ作動④

故障整流器用純水装置制御盤JWIY519

一括故障焼却灰クレーンHK517

現場ｲﾝﾊﾞｰﾀﾄﾘｯﾌﾟ⑥

現場回転数が過大となっていな
いか

②

①吐出弁を絞って流量調整

点検・修理

電源系統の点検

吐出量が定格より著しく過
大となっていないか

現場

現場

ｸﾚｰ
ﾝ
電気
室

秋路の絶縁抵抗が劣化し
ていないか

①

ELB再投入②

ELBﾄﾘｯﾌﾟ①

原因調査後MCB再投入過電流を起こしていないかMCBﾄﾘｯﾌﾟ

過負荷を起こしていないか過負荷③

ｲﾝﾁﾝｸﾞの頻度が課題と
なっ
ていないか

② 原因調査後ｻｰﾏﾙﾘﾚｰをﾘｾｯﾄ②

ｸﾚｰﾝの可動範囲は適正か①巻上極限⑤

過電流、過電圧をおこして
いないか

①

①

現場乱巻を起こしていないか① 乱巻表示灯が消灯するまで巻下
げて、ﾊﾞｹｯﾄが横振れしない様に
する。（自己復帰する）

①乱巻⑨

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁの位置確認

①上極限ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁを短絡のうえ、
巻上ﾌﾞﾚｰｷを調整

遠心力ｽｲｯﾁが作動してい
ないか

①

異物の除去①現場ﾎﾟﾝﾌﾟに異物の噛み込みは
ないか

③

ﾎﾟﾝﾌﾟの故障（過負荷）①

ﾊﾞｹｯﾄを開き定格荷重以下にする①定格荷重の125%をｵｰﾊﾞｰ
していないか

①過荷重⑩

15

故障警報が発生した。

故障警報が発生した。
（装置が停止した）

ｼｰｹﾝｻの異常はないか

ﾊﾞｹｯﾄの油量は適正か しばらくまって油温を下げる

電源再投入

ﾊﾞｹｯﾄ油温高

ｼｰｹﾝｻ故障

点検、修理後故障復帰釦を押す①



給　　油　　リ　　ス　　ト



1

ｵｲﾙﾎﾟｯﾄ
出光興産
ﾀﾞﾌﾆｰﾒｶﾆｯｸｵｲﾙ150
VG150

250～500g１ヶ所
パワーシリンダー
ボールネジ部

1焼却灰投入扉 6ｹ月～1年250～500g250～500g

0.5ℓ0.5ℓ0.5ℓ１ヶ所ｸﾗﾝｸ室1高圧洗車装置

15.0cc 1回/日
昭和ｼｪﾙ石油㈱
ｸﾞﾘｰｽ

Ⅱ　供給設備

1

500Hr2

10ℓ

1kg 2kg 4kg
8Hr/1日で
2ｹ月毎

3 2
焼却灰ｺﾝﾍﾞｱ-1

（A系･B系)

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

30g 180g 360g 2ｹ月毎
駆動部軸受
　ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ
　ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ

3ヶ所
3ヶ所

軸受(T216) 2ｹ所 25g 50g 100g
8Hr/1日で
2ｹ月毎

2ｹ所

軸受(SN3030) 2ｹ所

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ4g 8g 16g
8Hr/1日で
2ｹ月毎

1箇所当り
の

給油量

1台当りの
給油個所
数

給油個所
全
台数

機器名称
全台分1台分

合計給油量

Ｎｏ 各社油銘柄
取替　　　　　　　Hr
　　　時期　　　　日
(給油)　　　　　　月

Ⅱ　供給設備
給　　油　　リ　　ス　　ト

2焼却灰移送ｺﾝﾍﾞｱ2

1 ｺﾝﾍﾞｱ切替装置 3

駆動部軸受
　ﾛｯﾄﾞｹｰｽ

6ヶ所 30g 180g 360g 2ｹ月毎

軸受部
ｼﾘﾝﾀﾞｰ先端金具
支点軸受

4ｹ所
2ｹ所
4ｹ所

0.5cc 5.0cc

軸受(206) 2ｹ所

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

90g 180g 360g
8Hr/1日で
2ｹ月毎

軸受(T318)

4
焼却灰ｺﾝﾍﾞｱ-2

（A系･B系)
2 軸受(T316) 2ｹ所 65g 130g 260g

8Hr/1日で
2ｹ月毎

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

240g 480g 960g
8Hr/1日で
2ｹ月毎

軸受(UKP324) 2ｹ所

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷｰ

2ｹ所

ｻｲｸﾛ減速機
　(4215DB)

1ヶ所 10ℓ 10ℓ 20ℓ
初回500Hr

次回以降2500Hr

給油方法

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

軸受(206) 2ｹ所 4g 8g 16g
8Hr/1日で
2ｹ月毎

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

20g 40g 80g
8Hr/1日で
2ｹ月毎

軸受(T214)

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷｰ

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

20ℓ
初回500Hr

次回以降2500Hr
ｻｲｸﾛ減速機
　(4215DB)

1ヶ所 10ℓ



2

Ⅱ　供給設備
給　　油　　リ　　ス　　ト

Ｎｏ 機器名称
全
台数

ﾀﾞﾌﾆｰﾒｶﾆｯｸｵｲﾙ150
VG150

油差し

11ℓ 11ℓ 22ℓ
初回500Hr

次回以降2500Hr
ﾊﾞｲｴﾙ変速機 1ヶ所

給油方法
1台分 全台分

ｻｲｸﾛ減速機 1ヶ所 6ℓ 6ℓ 12ℓ
初回500Hr

次回以降2500Hr
ｵｲﾙｼﾞｮｯｷｰ

給油個所
1台当りの
給油個所
数

1箇所当り
の

給油量

合計給油量 取替　　　　　　　Hr
　　　時期　　　　日
(給油)　　　　　　月

各社油銘柄

ﾀﾞﾌﾆｰｺﾛﾈｯｸｽ
ｸﾞﾘｰｽ2　　　　No2

はけ塗り

6
振分装置-1
(A系･B系)

2
軸受部
ｼﾘﾝﾀﾞｰ先端部
支点軸受

2ｹ所
1ヶ所
2ケ所

0.5cc 2.5cc 5cc 1回/1日 ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

適量 適量 適量 3ｹ月毎ﾃｰｸｱｯﾌﾟﾈｼﾞ棒 2ｹ所

2
焼却灰ｺﾝﾍﾞｱｰ3

(A系･B系)
5

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷｰ

駆動用ﾁｪｰﾝ 1ヶ所 適量 適量 適量 毎日

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷｰ

軸受(UKP324) 2ｹ所 240g 480g 480g
8Hr/1日で
2ｹ月毎

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

10ℓ 10ℓ 20ℓ
初回500Hr

次回以降2500Hr
ｻｲｸﾛ減速機
(4215DB)

1ヶ所

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

軸受(T214) 2ｹ所 20g 40g 40g
8Hr/1日で
2ｹ月毎

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

65g 130g 130g
8Hr/1日で
2ｹ月毎

軸受(T316) 2ｹ所

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

ﾊﾞｲｴﾙ･ｻｲｸﾛ
可変減速機

ﾊﾞｲｴﾙ1ヶ
所

ｻｲｸﾛ1ヶ所

3.7ℓ
10.0ℓ

13.7ℓ 13.7ℓ ｵｲﾙｼﾞｮｯｷｰ

4g 8g 8g
8Hr/1日で
2ｹ月毎

軸受(206) 2ｹ所

はけ塗り

軸受(ﾍｯﾄﾞ) 2ｹ所 25g 50g 50g 補給　1回/年 ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

適量 適量 適量 補給　1回/年駆動ﾁｪｰﾝ 1ヶ所

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

ｻｲｸﾛ減速機 1ヶ所 10ℓ 10ℓ 20ℓ
初回500Hr

次回以降2500Hr
ｵｲﾙｼﾞｮｯｷｰ

30g 60g 60g 補給　1回/年軸受(ﾃｰﾙ) 2ｹ所

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

軸受 2ｹ所 65g 130g 130g
8Hr/1日で
2ｹ月毎

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

200g 400g 400g
8Hr/1日で
2ｹ月毎

軸受 2ｹ所

1焼却灰ﾊﾞｲﾊﾟｽｺﾝﾍﾞｱ-17

1焼却灰ﾊﾞｲﾊﾟｽｺﾝﾍﾞｱ-28

1焼却灰ﾊﾞｲﾊﾟｽｺﾝﾍﾞｱ-39
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安全ネット用
ワイヤーロープ

2ヶ所

走行給電レール
踏面

2ヶ所 塗布

1

電動リール内
追加減速機

1ヶ所 200ｇ 200ｇ 200ｇ 60ヶ月
ダフニーエポネックス

EP　No.0
充填

ﾊﾞｹｯﾄ給電用
キャブタイヤ
ケーブル

走行車輪軸受 4ヶ所 適量 適量 適量 0.5ヶ月
ダフニーエポネックス

SRNo1
グリースガン

走行車輪ギヤ
ピニオンギヤ

2ヶ所 適量 適量 適量 0.5ヶ月
ﾀﾞﾌﾆｰｵｰﾌﾟﾝｷﾞﾔｰｵｲ

ﾙNo2
塗布

6ヶ月
ダフニーエポネックス

SRNo1
塗布１ヶ所 適量 適量 適量

給　　油　　リ　　ス　　ト

給油個所
1台当りの
給油個所
数

1箇所当り
の

給油量

合計給油量 取替　　　　　　　Hr
　　　時期　　　　日
(給油)　　　　　　月

各社油銘柄

Ⅱ　供給設備

Ｎｏ 機器名称
全
台数

9 焼却灰ﾊﾞｲﾊﾟｽｺﾝﾍﾞｱ-3

ワイヤーロープ 1ヶ所 適量 適量 適量 1ヶ月
ﾀﾞﾌﾆｰｵｰﾌﾟﾝｷﾞﾔｰｵｲ

ﾙNo2

巻上減速機 1ヶ所
ﾀﾞﾌﾆｰｽｰﾊﾟｰｷﾞﾔｵｲﾙ

　　150

ﾀﾞﾌﾆｰｵｰﾌﾟﾝｷﾞﾔｰｵｲ
ﾙNo2

8g
8Hr/1日で
2ｹ月毎

125L 125L 6ヶ月

給油方法
1台分 全台分

巻上電動機 1ヶ所 110g 110g 110g 12ヶ月 日立WRグリースNo3 グリースガン

塗布

125L

グリースガン適量 適量 適量 0.5ヶ月
ダフニーエポネックス

SRNo1
巻上ドラム軸受 1ヶ所

焼却灰ｸﾚｰﾝ

回転式リミット
スイッチ用
駆動チェーン

2ヶ所 適量 適量 適量 １ヶ月 ﾀﾞﾌﾆｰﾒｶﾆｯｸｵｲﾙ68 滴下

電動リール内
主減速機

1ヶ所 2,500ｇ 2,500g

ﾀﾞﾌﾆｰｽｰﾊﾟｰｷﾞﾔｵｲﾙ
　　150

適量 適量 適量 0.5ヶ月
ﾀﾞﾌﾆｰｵｰﾌﾟﾝｷﾞﾔｰｵｲ

ﾙNo2
横行車輪ギヤ
ピニオンギヤ

2ヶ所

10

2,500ｇ 60ヶ月
ダフニーエポネックス

EP　No.0
充填

充填

横行車輪軸受 4ヶ所 適量 適量 適量 0.5ヶ月
ダフニーエポネックス

SRNo1
グリースガン

305ｇ 610ｇ 610ｇ 24ヶ月 BEN10－No2
横行減速機
（ギヤモータ）

2ヶ所

塗布

走行減速機
（ギヤモータ）

2ヶ所 0.7L 1.4L 1.4L 6ヶ月

グリースガン1 軸受 2ｹ所 4g 8g

適量 適量 適量 6ヶ月
ダフニーエポネックス

SRNo1

塗布適量 適量 適量 6ヶ月



4

1焼却灰ｸﾚｰﾝ10

1ヶ所 270L 270L 270L 6ヶ月
ﾀﾞﾌﾆｰｽｰﾊﾟｰﾊｲﾄﾞﾛ

HF-ST46

毎日
ダフニーエポネックス

EP　No.2

塗布

1ヶ所 320ｇ 320ｇ 320ｇ 6ヶ月
ダフニーエポネックス

EP　No.2
充填

1ヶ所 適量 適量 適量 毎日
ダフニーエポネックス

EP　No.2
塗布

グリースガン

16ヶ所 10ｇ 160ｇ 160ｇ グリースガン

8ヶ所 10ｇ 80ｇ 80ｇ 毎日
ダフニーエポネックス

EP　No.2
グリースガン

吊下部ピン部

本体関係
軸・ピン部

シリンダピンボス

吊下用チェーン、
ピン（ボルト）

ケーブル押え用、
アイナット、チェーン
シャックル

チェーンカップリング

オイルタンク

5ヶ所 10ｇ 50ｇ 50ｇ 毎日
ダフニーエポネックス

EP　No.2

4ヶ所 適量 適量 適量 毎日
ダフニーエポネックス

EP　No.2

全台分

Ⅱ　供給設備
給　　油　　リ　　ス　　ト

1箇所当り
の

給油量

合計給油量 取替　　　　　　　Hr
　　　時期　　　　日
(給油)　　　　　　月

各社油銘柄Ｎｏ 機器名称
全
台数

給油個所
1台当りの
給油個所
数

給油方法
1台分
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給油方法
1台分 全台分

11

共同溝焼却飛灰移送
　　　　　　ｺﾝﾍﾞｱｰ1

(A系･B系)

2

2
焼却飛灰移送ｺﾝﾍﾞｱ-1

(A系･B系)
12

はけ塗り

初回　　500Hr
以降　2500Hr

Ⅱ　供給設備
給　　油　　リ　　ス　　ト

Ｎｏ 機器名称
全
台数

給油個所
1台当りの
給油個所
数

1箇所当り
の

給油量

合計給油量 取替　　　　　　　Hr
　　　時期　　　　日
(給油)　　　　　　月

各社油銘柄

ﾁｪｰﾝｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ
CR4016J+K

1ヶ所

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷ

ﾊﾞｲｴﾙ無段変速機
BHHM-N5A

1ヶ所 3.7ℓ 3.7ℓ 7.4ℓ
初回　　500Hr
以降　2500Hr

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷ

1.9ℓ 1.9ℓ 3.8ℓ
初回　　500Hr
以降　2500Hr

ｻｲｸﾛ減速機
CHH-4190DB-TL-
121

1ヶ所

分解交換120g 120g 240g
初回1000Hr
以降2000Hr

主軸軸受
SN3028K+H

2ヶ所 650g 1300g 2600g

ﾛｰﾗｰﾁｪｰﾝ
RS120

1ヶ所 0.1ℓ 0.1ℓ 0.2ℓ 0.5ｹ月

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷ

ﾊﾞｲｴﾙ無段変速機
BHHM-N10A

1ヶ所 4.3ℓ 4.3ℓ 8.6ℓ
初回　　500Hr
以降　2500Hr

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷ

ｻｲｸﾛ減速機
CHH-4190DB-TL-
121

1ヶ所 4.0ℓ 4.0ℓ 8.0ℓ

ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

従軸軸受
UCF315

2ヶ所 38g 76g 152g 3ｹ月 ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

初回1000Hr
以降2000Hr

分解交換

ﾛｰﾗｰﾁｪｰﾝ
RS160

1ヶ所 0.1ℓ 0.1ℓ 0.2ℓ 0.5ｹ月 はけ塗り

ﾁｪｰﾝｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ
CR5016J+K

1ヶ所 180g 180g 360g

3ｹ月 ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

従軸軸受
UCF315

2ヶ所 38g 76g 152g 3ｹ月 ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

主軸軸受
SN3028K+H

2ヶ所 650g 1300g 2600g

初回　　500Hr
以降　2500Hr

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷ

ﾊﾞｲｴﾙ無段変速機
BHHM-N5A

1ヶ所 3.7ℓ 3.7ℓ 7.4ℓ
初回　　500Hr
以降　2500Hr

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷ

ｻｲｸﾛ減速機
CHH-4160-TL-59

1ヶ所 1.4ℓ 1.4ℓ 2.8ℓ

初回1000Hr
以降2000Hr

分解交換
ﾁｪｰﾝｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ
CR4016J+K

1ヶ所 120g 120g 240g

3ｹ月

2

共同溝焼却飛灰移送
　　　　　　ｺﾝﾍﾞｱｰ2

(A系･B系)

12



6

2
焼却飛灰移送ｺﾝﾍﾞｱ-1

(A系･B系)
12

Ⅱ　供給設備
給　　油　　リ　　ス　　ト

Ｎｏ 機器名称
全
台数

給油個所
1台当りの
給油個所
数

1箇所当り
の

給油量

合計給油量 取替　　　　　　　Hr
　　　時期　　　　日
(給油)　　　　　　月

各社油銘柄 給油方法
1台分 全台分

ﾛｰﾗｰﾁｪｰﾝ
RS120

1ヶ所 0.1ℓ 0.1ℓ 0.2ℓ 0.5ｹ月 はけ塗り

3ｹ月 ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

従軸軸受
UCF315

2ヶ所 11.8g 23.6g 47.2g 3ｹ月 ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

主軸軸受
UCF318

2ヶ所 62g 124g 248g

120g 120g 240g
初回1000Hr
以降2000Hr

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷ

ﾊﾞｲｴﾙ無段変速機
BHHM-N8A

1ヶ所 3.7ℓ 3.7ℓ 7.4ℓ
初回　　500Hr
以降　2500Hr

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷ

2.5ℓ 2.5ℓ 5.0ℓ
初回　　500Hr
以降　2500Hr

ｻｲｸﾛ減速機
CHH-4180DB-TL-
121

1ヶ所

ﾁｪｰﾝｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ
CR4016J+K

1ヶ所

23.6g 47.2g

ﾁｪｰﾝｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ
CR8022J+K

1ヶ所 1000g 1000g 2000g 0.5ｹ月 はけ塗り

2
焼却飛灰移送ｺﾝﾍﾞｱ-2

(A系･B系)
13

3ｹ月 ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

従軸軸受
UCF213

2ヶ所 11.8g 3ｹ月 ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

主軸軸受
UCF318

2ヶ所 62g 124g 248g

分解交換

初回　　500Hr
以降　2500Hr

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷ

ﾊﾞｲｴﾙ無段変速機
BHHM-N8A

1ヶ所 3.7ℓ 3.7ℓ 7.4ℓ
初回　　500Hr
以降　2500Hr

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷ

ｻｲｸﾛ減速機
CHH-4170-TL-59

1ヶ所 1.9ℓ 1.9ℓ 3.8ℓ

分解交換

ﾛｰﾗｰﾁｪｰﾝ
RS120

1ヶ所 0.1ℓ 0.1ℓ 0.2ℓ 0.5ｹ月 はけ塗り

150g 150g 300g
初回1000Hr
以降2000Hr

ﾁｪｰﾝｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ
CR5014J+K

1ヶ所

ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

従軸軸受
UCF213

2ヶ所 11.8g 23.6g 47.2g 3ｹ月 ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

62g 124g 248g 3ｹ月
主軸軸受
UCF318

2ヶ所

ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

上角下軸用軸受
UCFC215

4ヶ所 15.2g 60.8g 121.6g 3ｹ月 ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

11.8g 23.6g 47.2g 3ｹ月
上角上軸用軸受
UCF213

2ヶ所

14
焼却飛灰移送ｺﾝﾍﾞｱ-3

(A系･B系)
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給　　油　　リ　　ス　　ト

Ｎｏ 機器名称
全
台数

給油個所
1台当りの
給油個所
数

1箇所当り
の

給油量

合計給油量 取替　　　　　　　Hr
　　　時期　　　　日
(給油)　　　　　　月

各社油銘柄 給油方法
1台分 全台分

1ヶ所

ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ30g 60g 120g 3ｹ月毎
駆動部軸受
　ﾛｯﾄﾞｹｰｽ

2ヶ所

駆動部軸受
　ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ
　ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ

2ヶ所 30g 60g 120g 3ｹ月毎 ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

油浴式

巻上用微速減速機 1ヶ所 0.23kg 0.23kg 0.23kg 4年毎 充填

15ℓ 15ℓ 15ℓ 1年毎巻上用高速減速機

Ⅱ　灰溶融設備

使用時点検給油
塗布
ｸﾞﾘｽが滴下しな
い程度の適量

ﾛｰﾗｰﾁｪｰﾝ
巻上ﾘﾐｯﾄ

2ヶ所 0.01ℓ 0.02ℓ 0.02ℓ 使用時点検給油
塗布
ｸﾞﾘｽが滴下しな
い程度の適量

巻上用ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ 1ヶ所 2kg 2kg 2kg

使用時点検給油
塗布
ｸﾞﾘｽが滴下しな
い程度の適量

横行用減速機 2ヶ所 0.05kg 0.1kg 0.1kg 1年毎 充填

ﾋﾟﾝ類
(ﾚﾊﾞｰ式ﾘﾐｯﾄ)

1式 0.01ℓ 0.01ℓ 0.01ℓ

塗布
ｸﾞﾘｽが滴下しな
い程度の適量

走行用減速機 2ヶ所 0.3kg 0.6kg 0.6kg
2000時間

又は5～6時間毎
充填

0.1kg 0.2kg 0.2kg 使用時点検給油
横行用最終段
　　　ｷﾞﾔ列

2ヶ所

塗布
ｸﾞﾘｽが滴下しな
い程度の適量

ﾎｲｽﾄ巻上減速機 1ヶ所 15ℓ 15ℓ 15ℓ 1年毎 油浴式

0.1kg 0.2kg 0.2kg 使用時点検給油
走行用最終段
　　　ｷﾞﾔ列

2ヶ所

塗布
ｸﾞﾘｽが滴下しな
い程度の適量

2.5kg 2.5kg 2.5kg 使用時点検給油
ﾎｲｽﾄ
ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ

1ヶ所

Ⅲ　前処理設備

1

粗物選別機(A系･B系)1

炉頂ｸﾚｰﾝ1
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はけ塗り200g 200g 200g電動ﾁｪｰﾝ 1ヶ所

ﾎｲｽﾄ
ﾄﾛﾘｰ減速機

2ヶ所 0.5kg 1kg 1kg 2年毎 充填

1箇所当り
の

給油量

合計給油量 取替　　　　　　　Hr
　　　時期　　　　日
(給油)　　　　　　月

各社油銘柄

2年毎3 搬出ｹﾞｰﾄ用油圧装置 1 油圧ﾕﾆｯﾄ　ﾀﾝｸ 1ヶ所

2 メタルｸﾚｰﾝ

1 ｽﾗｸﾞｸﾚｰﾝ

Ⅴ　集じん灰処理設備

Ｎｏ 機器名称
全
台数

給油個所
1台当りの
給油個所
数

1箇所当り
の

給油量

合計給油量 取替　　　　　　　Hr
　　　時期　　　　日
(給油)　　　　　　月

各社油銘柄

ｽｰﾊﾟｰﾊｲﾗﾝﾄﾞ#32 ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ400ℓ 400ℓ 400ℓ

駆動ﾁｪｰﾝ
　RS-

ｻｲｸﾛ減速機

従動軸軸受

駆動軸軸受

駆動ﾁｪｰﾝ
　RS-

ｻｲｸﾛ減速機

駆動軸軸受

1焼却飛灰ｺﾝﾍﾞｱ-23

1 切出し装置 1

給油方法
1台分 全台分

給油方法
1台分 全台分

炉頂ｸﾚｰﾝ1 1

Ⅲ　前処理設備
給　　油　　リ　　ス　　ト

Ｎｏ 機器名称
全
台数

給油個所
1台当りの
給油個所
数

Ⅳ　溶融物処理設備

1焼却飛灰ｺﾝﾍﾞｱ-12
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3 焼却飛灰ｺﾝﾍﾞｱ-2 1 従動軸軸受

給油方法
1台分 全台分

Ｎｏ 機器名称
全
台数

給油個所

1切替装置4

駆動ﾁｪｰﾝ
　RS-

ｻｲｸﾛ減速機

18ℓ 18ℓ 36ℓ
初回500Hr
次回2000Hr

　　　　ｷﾞﾔ#150 油差し

16ℓ 16ℓ 32ℓ
初回500Hr
次回2000Hr

ﾊﾟﾗﾏｯｸｽ減速機 1ヶ所

従動軸軸受

駆動軸軸受

分解充填1kg 2kg 2kg
初回2000Hr
次回4000Hr

ﾁｪｰﾝヵｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ(大)
2ヶ所

2 ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

ﾁｪｰﾝヵｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ(小)
2ヶ所 1kg 2kg 2kg

初回2000Hr
次回4000Hr

分解充填

300g 1800g 3600g 20000Hr軸受 6ヶ所

　　　　ｷﾞﾔ#150 油差し

ｷﾞﾔﾎﾞｯｸｽ 1ヶ所

ﾃｰﾙﾌﾟｰﾘ軸受
2ヶ所 31.5g 63g 126g ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

ﾍｯﾄﾞﾌﾟｰﾘ軸受
2ヶ所 28g 56g 112g

20000Hr
又は3～5年

ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

ﾊﾞｲｴﾙ可変速機

ｻｲｸﾛ減速機
1ヶ所 33ｇ 33g 66g

塗布

7
重金属安定剤
　　　　注入ﾎﾟﾝﾌﾟ

2 ｸﾛｽﾍｯﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ 1ヶ所 270g 270g 540g 手差し給油

適量 適量 適量
ﾛｰﾗｰﾁｪｰﾝ
RS-

1ヶ所

2
混練物ｺﾝﾍﾞｱ
(No1･No2)

6 ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

手差し給油

9 PH調整剤注入ﾎﾟﾝﾌﾟ 2 ｸﾛｽﾍｯﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ 1ヶ所

270g 270g 540g8 希釈水注入ﾎﾟﾝﾌﾟ 2 ｸﾛｽﾍｯﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ 1ヶ所

混練機　(1号･2号)5

Ⅴ　集じん灰処理設備
給　　油　　リ　　ス　　ト

1台当りの
給油個所
数

1箇所当り
の

給油量

合計給油量 取替　　　　　　　Hr
　　　時期　　　　日
(給油)　　　　　　月

各社油銘柄
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各社油銘柄 給油方法
1台分

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ30g 60g 60g
給脂　　1回/3ｹ月
交換　　　　1回/年
175g/1ヶ所

2
場内集じん用集じん機

排風機
1 軸受箱 2ケ所

ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

ﾛｰﾀﾘｰﾊﾞﾙﾌﾞ
駆動ﾁｪｰﾝ　RS

1ヶ所 100g 100g 100g 1回/月 塗布

2.7g 5.4g 5.4g 1回/月
ﾛｰﾀﾘｰﾊﾞﾙﾌﾞ
　　　　軸受部

2ヶ所

ｻｲｸﾛ減速機上部 1ヶ所 240g 240g 240g 1回/20000Hr 分解交換

Ⅴ　集じん灰処理設備
給　　油　　リ　　ス　　ト

Ｎｏ 機器名称
全
台数

給油個所
1台当りの
給油個所
数

1箇所当り
の

給油量

合計給油量 取替　　　　　　　Hr
　　　時期　　　　日
(給油)　　　　　　月全台分

分解交換

ﾛｰﾀﾘｰﾊﾞﾙﾌﾞ
ｻｲｸﾛ減速機低速
軸受部

1ヶ所 110g 110g 110g 1回/20000Hr

1回/20000Hr 分解交換

分解交換

100g 100g 100g 1回/20000Hr
ﾛｰﾀﾘｰﾊﾞﾙﾌﾞ
ｻｲｸﾛ減速機上部

1ヶ所

駆動ﾁｪｰﾝ
RS

1ヶ所 5cc 5cc 5cc 1回/月 塗布

ﾁｪｰﾝｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ

ｻｲｸﾛ減速機
　　低速軸受部

1ヶ所 140g 140g 140g

1回/月 塗布

主軸軸受

ﾛｰﾗｰﾁｪｰﾝ
1ヶ所 5cc 5cc 5cc

ｻｲｸﾛ減速機
CNH-4115-TL-29

2ヶ所

減速機後
部

　　240r
低速軸受
部

380g 760g 20000Hr毎 分解交換

従軸軸受

分解交換

はけ塗り

1場内集じん用集じん機1

1

場内集じん用集じん機
ﾀﾞｽﾄｺﾝﾍﾞｱ

(ｽｸﾘｭｰｺﾝﾍﾞｱ)

3

ﾛｰﾗｰﾁｪｰﾝ
RS80

1ヶ所 120g 120g 240g 0.5ｹ月

2
集じん機下ﾀﾞｽﾄ移送
　　　　　　　　ｺﾝﾍﾞｱ

(1号･2号)
4

初回　1000Hr
移行　2000Hr

2
集じん機下ﾀﾞｽﾄ移送
　　　　　　　　ｺﾝﾍﾞｱ

(1号･2号)
4

ﾊﾞｲｴﾙ無段変速機
BHHM-N2A

1ヶ所 1.8ℓ 1.8ℓ 3.6ℓ
初回　500Hr
以降　2500Hr

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷｰ

ﾁｪｰﾝｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ
CR4014J+K

1ヶ所 120g 120g 240g
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ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

漏斗等手注入

給油方法

Ⅴ　集じん灰処理設備
給　　油　　リ　　ス　　ト

Ｎｏ 機器名称
全
台数

給油個所
1台当りの
給油個所
数

1箇所当り
の

給油量

合計給油量 取替　　　　　　　Hr
　　　時期　　　　日
(給油)　　　　　　月

各社油銘柄
1台分 全台分

1 灰汚水ポンプ 2 ｵｲﾙ室 1ヶ所 1280mℓ 1280mℓ 2560mℓ
6000Hr

又は12ｹ月毎の
いずれか早い時期

2
集じん機下ﾀﾞｽﾄ移送
　　　　　　　　ｺﾝﾍﾞｱ

(1号･2号)
4

2ヶ所

3ｹ月

ｵｲﾙｷｬｯﾌﾟ 1ヶ所 0.49ℓ 0.49ℓ

ｸﾞﾘｽﾆｯﾌﾟﾙ 4ヶ所 7.65g 30.6g 61.2g
交換　16000Hr
給油　2000Hr

手差し0.7ℓ 0.7ℓ 1.4ℓ
初回　300Hr
以降　3000Hr毎

ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

0.98ℓ 交換　2000Hr 落下式

4 生活排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 2 ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞｹｰｽ 1ヶ所

3 床洗浄汚水ﾎﾟﾝﾌﾟ 2 ｵｲﾙ室 1ヶ所 740mℓ 740mℓ 1480mℓ
6000Hr

又は12ｹ月毎の
いずれか早い時期

ﾀﾞﾝﾊﾟ遠隔操作装置
(電油操作器）

1
ﾀﾞﾝﾊﾟ遠隔操作装置
(ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｰﾀ)

Ⅷ　計装設備

1 雑用空気圧縮機 2 ｷﾞﾔｹｰｼﾝｸﾞ 1ヶ所 18ℓ 18ℓ 36ℓ 6ｹ月毎
ﾀﾞﾌﾆｰﾛｰﾀﾘｰ
　　ｺﾝﾌﾟﾚｻｰｵｲﾙA

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷ

3 計装用空気圧縮機 2 ｷﾞﾔｹｰｼﾝｸﾞ 1ヶ所 10ℓ 10ℓ 20ℓ 6ｹ月毎
ﾀﾞﾌﾆｰﾛｰﾀﾘｰ
　　ｺﾝﾌﾟﾚｻｰｵｲﾙA

ｵｲﾙｼﾞｮｯｷ

2

ﾀﾝｸに直入れ

ｱｰﾑ固定ﾋﾟﾝ 4ヶ所 5cc 20cc 20cc 1回/月 ｸﾞﾘｽﾆｯﾌﾟﾙ

5.5ℓ 5.5ℓ 5.5ℓ油圧ﾕﾆｯﾄ 1ヶ所

Ⅶ　汚水処理設備

2 灰汚水槽撹拌ﾌﾞﾛﾜ 2

従軸軸受
UCF208

2ヶ所 3.9g 7.8g

1ﾘﾌﾀ2

15.6g ｸﾞﾘｽｶﾞﾝ

11.3g 22.6g 45.2g 3ｹ月
主軸軸受
UCF213

Ⅸ　その他設備



12

1回/月ﾛｰﾗｰﾋﾟﾝ 4ヶ所

ｸﾞﾘｽﾆｯﾌﾟﾙ

ｼﾘﾝﾀﾞｰﾋﾟﾝ 4ヶ所 5cc 20cc 20cc 1回/月 ｸﾞﾘｽﾆｯﾌﾟﾙ

8cc 64cc 64cc 1回/月ｾﾝﾀﾘﾝｸﾞﾋﾟﾝ 8ｹ所

歯車に塗布
全体に塗布

巻上機本体減速機
巻上機横行減速機

1
1

1kg
50g

1kg
50g

1kg
50g

1回/年
1回/年

塗布及び充填
塗布及び充填

1
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用ｸﾚｰﾝ設備
1Fﾏｼﾝﾊｯﾁ用 適量

適量
適量
適量

適量
適量

1回/年
1回/年

巻上機横行車輪ｷﾞﾔ
巻上機ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ

2
1

巻上機本体減速機
巻上機横行減速機

1
1

1kg
50g

1kg
50g

1kg
50g

1回/年
1回/年

塗布及び充填
塗布及び充填

2
1

歯車に塗布
全体に塗布

巻上機本体減速機
巻上機横行減速機

1
1

0.6kg
50g

0.6kg
50g

0.6kg
50g

1回/年
1回/年

塗布及び充填
塗布及び充填

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用ｸﾚｰﾝ設備
2Fﾏｼﾝﾊｯﾁ用

1
適量
適量

適量
適量

適量
適量

1回/年
1回/年

巻上機横行車輪ｷﾞﾔ
巻上機ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ

2
1

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用ｸﾚｰﾝ設備
3Fｸﾚｰﾝ操作室上部用

1

歯車に塗布
全体に塗布

適量
適量

適量
適量

適量
適量

1回/年
1回/年

巻上機横行車輪ｷﾞﾔ
巻上機ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ

2
1

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用ｸﾚｰﾝ設備
1F脱水機室用

1

歯車に塗布
全体に塗布

巻上機本体減速機
巻上機横行減速機

1
1

0.6kg
50g

0.6kg
50g

0.6kg
50g

1回/年
1回/年

塗布及び充填
塗布及び充填

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用ｸﾚｰﾝ設備
3Fﾏｼﾝﾊｯﾁ用

1
適量
適量

適量
適量

適量
適量

1回/年
1回/年

巻上機横行車輪ｷﾞﾔ
巻上機ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ

1回/年
1回/年

塗布及び充填
塗布及び充填

巻上機横行車輪ｷﾞﾔ
巻上機ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ

2
1

適量
適量

適量
適量

適量
適量

1回/年
1回/年

歯車に塗布
全体に塗布

巻上機本体減速機
巻上機横行減速機

1
1

0.6kg
50g

0.6kg
50g

0.6kg
50g

ﾄﾛﾘ車輪部
ﾄﾛﾘ減速ｷﾞﾔ部

1
1

1

塗布及び充填
塗布及び充填

巻上機横行車輪ｷﾞﾔ
巻上機ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ

2
1

適量
適量

適量
適量

適量
適量

1回/年
1回/年

歯車に塗布
全体に塗布

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用ｸﾚｰﾝ設備
ﾀﾞｲｵｷｼﾝ熱分解装置室

用
1

1kg
50g

1kg
50g

1kg
50g

1回/年
1回/年

巻上機本体減速機
巻上機横行減速機

1
1

3

各社油銘柄 給油方法
1台分 全台分

1ﾘﾌﾀ

Ⅸ　その他設備
給　　油　　リ　　ス　　ト

Ｎｏ 機器名称
全
台数

給油個所
1台当りの
給油個所
数

1箇所当り
の

給油量

合計給油量 取替　　　　　　　Hr
　　　時期　　　　日
(給油)　　　　　　月

ｸﾞﾘｽﾆｯﾌﾟﾙ5cc 20cc

2

20cc

歯車に塗布
充填

巻上機ﾛｰﾄﾞﾁｪｰﾝ
巻上機減速ｷﾞﾔ部

1
1

適量
適量

適量
適量

適量
適量

1回/日
1回/月

全体に塗布

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ用ｸﾚｰﾝ設備
ﾒﾀﾙ水砕ﾎﾟﾝﾌﾟ用

適量
適量

適量
適量

適量
適量

1回/月
1回/年
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ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

換気ﾌｧﾝ
(HEF-13)

1
軸受ﾌﾟｰﾘｰ側
軸受反ﾌﾟｰﾘｰ側

1
1

50g
50g

100g 100g 適宜 ﾀﾞﾌﾆｰｴﾎﾟﾈｯｸSR2 ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

4g
1.5g

5.5g 5.5g 適宜 ﾀﾞﾌﾆｰｴﾎﾟﾈｯｸSR2
換気ﾌｧﾝ
(HEF-32)

1
軸受ﾌﾟｰﾘｰ側
軸受反ﾌﾟｰﾘｰ側

1
1

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

換気ﾌｧﾝ
(HOF-34)

1
軸受ﾌﾟｰﾘｰ側
軸受反ﾌﾟｰﾘｰ側

1
1

32g
6g

38g 38g 適宜 ﾀﾞﾌﾆｰｴﾎﾟﾈｯｸSR2 ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

2g
1g

3g 3g 適宜 ﾀﾞﾌﾆｰｴﾎﾟﾈｯｸSR2
換気ﾌｧﾝ
(HOF-33)

1
軸受ﾌﾟｰﾘｰ側
軸受反ﾌﾟｰﾘｰ側

1
1

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

換気ﾌｧﾝ
(HEF-35-1)

1
軸受ﾌﾟｰﾘｰ側
軸受反ﾌﾟｰﾘｰ側

1
1

4g
1.5g

5.5g 5.5g 適宜 ﾀﾞﾌﾆｰｴﾎﾟﾈｯｸSR2 ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

4g
1.5g

5.5g 5.5g 適宜 ﾀﾞﾌﾆｰｴﾎﾟﾈｯｸSR2
換気ﾌｧﾝ
(HEF-34)

1
軸受ﾌﾟｰﾘｰ側
軸受反ﾌﾟｰﾘｰ側

1
1

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

換気ﾌｧﾝ
(HOF-44)

1
軸受ﾌﾟｰﾘｰ側
軸受反ﾌﾟｰﾘｰ側

1
1

21g
5g

26g 26g 適宜 ﾀﾞﾌﾆｰｴﾎﾟﾈｯｸSR2 ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

50g
32g

82g 82g 適宜 ﾀﾞﾌﾆｰｴﾎﾟﾈｯｸSR2
換気ﾌｧﾝ
(HOF-42)

1
軸受ﾌﾟｰﾘｰ側
軸受反ﾌﾟｰﾘｰ側

1
1

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

換気ﾌｧﾝ
(HOF-46)

1
軸受ﾌﾟｰﾘｰ側
軸受反ﾌﾟｰﾘｰ側

1
1

21g
5g

26g 26g 適宜 ﾀﾞﾌﾆｰｴﾎﾟﾈｯｸSR2 ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

21g
5g

26g 26g 適宜 ﾀﾞﾌﾆｰｴﾎﾟﾈｯｸSR2
換気ﾌｧﾝ
(HOF-41)

1
軸受ﾌﾟｰﾘｰ側
軸受反ﾌﾟｰﾘｰ側

1
1

Ｎｏ 機器名称
全
台数

給油個所
1台当りの
給油個所
数

1箇所当り
の

給油量

合計給油量 取替　　　　　　　Hr
　　　時期　　　　日
(給油)　　　　　　月

各社油銘柄

ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

換気ﾌｧﾝ
(HEF-43)

1
軸受ﾌﾟｰﾘｰ側
軸受反ﾌﾟｰﾘｰ側

1
1

32g
6g

38g 38g 適宜 ﾀﾞﾌﾆｰｴﾎﾟﾈｯｸSR2 ｸﾞﾘｰｽｶﾞﾝ

50g
50g

100g 100g 適宜 ﾀﾞﾌﾆｰｴﾎﾟﾈｯｸSR2
換気ﾌｧﾝ
(HEF-41)

1
軸受ﾌﾟｰﾘｰ側
軸受反ﾌﾟｰﾘｰ側

1
1

給油方法
1台分 全台分

4

Ⅸ　その他設備
給　　油　　リ　　ス　　ト

Ｎｏ 機器名称
全
台数

給油個所
1台当りの
給油個所
数

1箇所当り
の

給油量

合計給油量 取替　　　　　　　Hr
　　　時期　　　　日
(給油)　　　　　　月

各社油銘柄 給油方法
1台分 全台分
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直　　勤　　務　　点　　検　　日　　誌
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様式19

日　勤　機　器　点　検　表



1
日勤機器点検項目



2
日勤機器点検項目



様式16

月例機器点検年間予定表

月例機器点検表

sb72634
四角形



1
月例機器点検年間予定表


